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新校舎

〔東京都立文京高等学校〕

創立 昭和15年4月 5日

敷地  28,43239m2
建坪 14,700m2
課程 全日制課程普通科

定時制課程普通科

教室施設 普通教室28

特別室 11
準備室 12

運動施設
(屋 内)体育館 プール

剣道場 柔道場

(屋外)グランド野球場
テニスコー ト他

Ｆ

Ｆ

(北側/ア リーナ棟)

屋上プール

柔道場・剣道場
アリーナ (体育館/講堂)

(中央)

視聴覚教室
物理教室・地学教室

職員室・LL教室
進路指導室・生活相談室

放送室
ホール

教室3A/3B/3C/3D/3E/3F/3G/3H
PC教室・被服室・調理室

教室2A/2B/2C/2D/2E/2F/2G/31
全 日制部室・定時制部室

教室lA/1B/1C/1D/1E/1F/2H/21
校長室・事務室・警備/用務員室

教室lG/1H/11 図書館・保健室

3F

2F

lF

100mコ ー ス コ

三
一

テニスコー ト

E上 プー ル

彙■■ ■■■ 体   育  館

音楽教室・美術教室

化学教室・生物教室

新図書館

文京高校の誇る設備のうち、

両側の高窓からさす優しい光、明るい室

内、落ち着ける閲覧席、機能的な配置、板

張りの床、スロープなど、学校図書館とし

て理想的な設備である。見学者が多く、用

意した「図書館あんない」も既になくなり、

今はコピーしたものを渡している。

ちょっと小振 りな図書館であるため時期

的には生徒が入りきれず、他の教室も読書

室として使用する。

蔵書には、諸橋轍次・漢和大辞典全 13

巻、群書類従全20巻など完備しており、懐

かしい谷崎・荷風・有島武郎・白秋など、

個人全集が揃っている。

司書の二先生に、年間受入数が少ないよ

うですがと質問したところ、本が年々高く

なったこと、それに生徒=人当りの予算も

都内でも下位になっているとのこと。学生

のために新刊の購入は大切で、年間千部強の

受入数が必至、図書購入費を増やしてほし
い、さらに備品も充実を図りたいとのこと。

蔵書の管理は行き届いていて、整然と置

かれたカー ドケースには、分類・著者名・

書名・件名の目録カー ドカ滞内められている。

今号では新 しくなった図書館を紹介 します。

完成 1990年 面積 398mII(約 120坪)座席総数 約100席

蔵書 約 3万冊 年間受入数 800冊

司書 小暮真由美先生 (司 書教諭)二瓶啓子先生 (学校 司書 )

EEEEE―u

…

…

…
…

研艶欄
|

翻欄 |

カウンター (右側はスロープ ) 書庫・個人全集、文学全集
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創
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
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人
と
人
と
の
絆

特 集 創 立 50周 年

同
窓
生
か
ら

若
き
後
輩
諸
君
に
エ
ー
ル
を
送
る
　
　
　
　
　
一
期
Ｂ
組

今
泉
　
徹

〔都
立
文
京
高
校
学
校
案
内
〕
に
つ
い
て
　
　
　
一
期
Ｂ
組

小
林

　

一
夫

創
立
五
十
周
年
に
想
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
期
Ｃ
組

藤
ケ
谷
敏
明

激
動

の
時
代
を
生
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
期
Ａ
組

秋
谷
栄
之
助

文
京
高
校
創
立
５０
周
年
祝
賀
会
を
終
え
て
　
　
四
期
Ｂ
組

静
谷
　
晴
夫

青
春

の
舞
台
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
期
Ｂ
組

村
口
　
曰日
之

昨
日
　
今
日
　
明
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２６
期
Ｃ
組

時
田
　
公
代

新
校
合
を
前
に
想
う
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
３７
期
Ｈ
組

佐
藤
　
一昌
史

大
好
き
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文
京
高
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３８
期
Ｅ
組

江
島
裕
美
子
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校
生
か
ら
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典
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校
生
祝
辞
　
３Ｂ
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藤
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澤
和
香
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…
…
・・１５

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
　
記
念
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賀
会

・
寄
贈
品

‥
…
…
・…
…
１７

記
念
講
演

『
感
動
の
種
を
ま
き
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づ
け
よ
う
」

３
期
Ｂ
組
　
末
　
利
光
…
３０

直
撃
イ
ン
タ
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研
究
大
好
き
学
長

・
二
期
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組
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邊
さ
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築
か
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贈
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目
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育
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況
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消
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新
校
舎
・
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図
書
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…
…
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数

‥
…
…
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…
・…
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予
算

・
会
計
報
告

‥
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…
表

次

恩
師
か
ら

同
窓
会
長
挨
拶

学
校
長
挨
拶

五
十
周
年
記
念
会
に
参
加
し
て

思
い
起
こ
す
草
創
の
第
二
東
京
市
立
中
学
校
時
代

記
念
式
典
に
参
列
し
て

想

い
出
深
き
文
京
高
校

同
窓
会
に
寄
せ
て

誠
と
自
由
と
愛
の
学
園
文
京
高
校

わ
が
文
京
／

最
初

の
担
任
の
頃

五
十
周
年
記
念
誌
と
の
か
か
わ
り

同
窓
の
実
行
委
員
を
代
表
し
て
…
２

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶

‥
…
・…
。…
。…
・３

横 後 稲 松 吉 竹 渡 菅 田 細 佐

藤 留 浦 野 内 井 野 崎 木 々

栄  幾  木
學 秀 土 佳 哲 道 _二 大 歳 益

雄 洲 子 也 雄 郎 郎 郎 男 男

先
生

先
生

先
生

先
生

先
生

先
生

先
生

先
生

先
生

先
生

先
生

34 16 21

今
後
の
同
窓
会
活
動
に
期
待
す
る

同
窓
会
会
長
　
　
渡
　
辺
　
剛
　
彰

こ
の
た
び
、
文
京
高
校
で
実
施
さ
れ
た
母
校
文
京
の
歴
史
に
残
る
創

立
五
十
周
年
・校
舎
改
築
記
念
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
大
成
功
を
、
同
窓

を
代
表
し
て
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
年
中
飛
び
廻

っ
て
い
る
私
に
代

っ
て
、
末
正
明
君
。
西
岡
弘
君
な

ど

一
期
生
の
諸
君
が
中
核
と
な

っ
て
、
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
文
京

高
校
が
始
ま

っ
て
以
来
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
に
、
深
甚
な

る
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
実
行
委
員
各
位
が
母
校
文
京
の
た
め
に
、

長
期
に
亘
り
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
会
合
を
重
ね
、
周
到
な
準
備
を
な

さ
れ
て
当
日
に
臨
ま
れ
た
労
に
対
し
、
同
窓
生
を
代
表
し
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
達
卒
業
生
に
と

っ
て
、
母
校
文
京
が
こ
の
様
な
す
ば
ら
し
い
キ
ャ

ン
パ
ス
を
持
て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
共
に
、
今
後
は
こ
の
美
し
い

校
合
施
設
等
を
充
分
生
か
し
て
、
」ゝ
の
器
に
相
応
し
い
充
実
さ
れ
た
教

育
内
容
に
よ
り
鍛
え
ら
れ
た
若
人
達
が
、
至
誠

一
貫
の
伝
統
を
胸
に
、

立
派
な
東
京
都
民
と
し
て
の
自
党
と
誇
り
を
持

っ
て
、
社
会
に
巣
立

ち
、
文
京
の
名
声
を
た
か
め
る
同
窓
の

一
員
と
な
ら
れ
る
様
願

っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
そ
の
上
か
ら
も
今
回
の
周
年
行
事
の
成
功
は
、
文
京
の
前

途
に
栄
光
を
与
え
る
意
義
深
い
催
し
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
約
二
十
年
間
、
同
窓
会
長
の
責
を
負
う
て
参
り
ま
し
た
が
、
今

回
を
機
に
職
を
退
き
、
後
進
に
道
を
譲
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
は

新
会
長
の
下
で
母
校
新
校
合
に
会
員
の
皆
様
が
気
楽
に
集
ま
れ
る
よ

つヽ
、
同
窓
会
の
活
性
化
と
魅
力
作
り
を
お
願
い
し
、
母
校
の
教
職
員
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
共
に
、
文
京
の
発
展
の
た
め
に
後
進
の
指
導
や
助
言

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



挨
　
拶

校
長
　
粂
　
太
郎

こ
の
度

の
創
立
五
十
周
年
な
ら
び
に
校
舎
改
築
記
念

行
事

の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は

暖
か
い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
事
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
、
御
参
列
項
き
ま
し
た
来
賓
を
は
じ
め
関
係
各

位
か
ら
、
数
多
く

の
賞
賛

の
言
葉
を
項
き
ま
し
た
。
生

徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員
共

々
、
大
変
感
激
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
第

一
期
生
を
は
じ
め
数
多
く
の
同
窓
の
方

々

が
本
校
校
訓

「
至
誠

一
貫
」

の
精
神
を
貫
き
通
さ
れ
た

賜
物
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
生
徒
は
五
十
年
の
伝
統

の

重
み
と
諸
先
輩

の
こ
れ
迄
の
足
跡
に
触
れ
、
深
く
畏
敬

の
念
を
持

っ
た
事
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
六
年
度
か
ら
新
教
育
課
程
が
実
施
さ
れ

入
学
選
抜
制
度
も
単
独
選
抜
制
度
と
変
わ
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
文
京
高
等
学
校
も
、
こ
れ
を
契
機
に
新
し

い

教
育
課
程
の
編
成
、
教
育
内
容

の
精
選
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
れ
迄
、
諸
先
輩
が
築
か
れ
た
伝
統
と
栄

光
を
二
十

一
世
紀
に
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
鋭
意
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
御
支
援

と
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

同
窓

の
実
行
委
員
を
代
表
し
て

実
行
委
員
代
表
　
末
　
　
正
　
明

「
や

っ
た
。
大
成
功
だ
。

」
次

々
と
校
門
か
ら
キ

ャ
ン
パ
ス
に
入

っ
て
来
ら
れ
る

Ｏ
Ｂ
の
方

々
の
姿
に
、
実
行
委
員

一
同
は
歓
喜
し
た
。

実
は
こ
の
行
事
は
、
既
に
第

１２
代
紺
野
校
長
先
生
の
頃
か
ら
検
討
さ
れ
て
は

い
た
が
、
創
立
５０
周
年
と
い
う
重
み
の
あ
る
式
典
だ
け
に
、
満
５０
年
を
多
少
過

ぎ
て
も
、
全
校
合
が
完
成
し
た
暁
に

『
創
立
５０
周
年

。
校
合
改
築
記
念
』
と
し

て
大

々
的
に
行
う
こ
と
が
よ
か
ろ
う
と
意
見
の

一
致
を
み
て
い
た
。
そ
し
て
平

成
４
年
１０
月
１７
日
が
決
定
さ
れ
、
来
賓

・
恩
師

。
同
窓
生
を
ご
招
待
し
て
新
装

成

っ
た
校
舎
を
お
披
露
日
し
、
こ
れ
を
機
会
に
文
京
高
校
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
後
に
な

っ
て
わ
か

っ
た
こ
と
だ
が
、
当
時
と
し
て
自
慢
の
モ
デ
ル

校
舎
だ

っ
た
旧
校
合

の

『
竣
工
記
念
行
事
』
が
第
３
代
奥
田
行
信
校
長
先
生
の

下
で
昭
和
２８
年
１０
月
１７
日
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
、
な
ん
と

い
う

偶
然
の

一
致
か
と
驚

い
た
の
だ

っ
た
。

記
念
式
典

の
日
程
が
き
ま
り
、
学
校

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
同
窓
会

の
三
者

一
体
の
実

行
委
員
会
が
始
動
し
は
じ
め
た
も

の
の
、
こ
れ
だ
け
の
大
イ

ベ
ン
ト
だ
け
に
何

を
企
画
し
て
も
不
安
が
先
行
し
た
。
し
か
し
、
私
達
同
窓
会
選
出
の
実
行
委
員

は
愛
校
心
に
燃
え
る
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
信
じ
て
、
イ

ベ
ン

ト
の
準
備
に
適
進
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
１０
月
１７
日
は
、
心
配
さ
れ
た
台
風
も
そ
れ
て
見
事
な
快
晴
に

恵
ま
れ
た
。
こ
の
日
キ

ャ
ン
パ
ス
は
人
で
盗
れ
、
式
典
、
校
内
施
設
の
見
学
会
、

祝
賀
会

の
す

べ
て
に
亘
り
活
況
を
呈
し
、
愛
校
心
の
強

い
文
京
高
校
Ｏ
Ｂ
の
健

在
ぶ
り
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。

３９
年
前

の
新
校
舎
竣
工
記
念
日
と
の

一
致
と

い
い
、
天
候

の
恵
み
と

い
い
、



挨

　
拶

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
彼
島
　
巽

文
京
高
校
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
が
盛
会

の
う
ち

に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
と
も
ど
も
喜
び
あ

い
た

い

と
存
じ
ま
す
。
他
校
で
の
同
記
念
事
業
が
あ
り
ま
し
た

が
、
同
窓
会

の
果
た
し
た
役
割
に
お

い
て
文
京
は
特
別

だ

っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
と
り
わ
け

「
同
窓
会

の
つ

ど

い
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
文
京
高
校

の
地
域
社
会
と
の

か
か
わ
り
の
拡
が
り
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
今
後

の
他
校

で
の
企
画
に
も
生
か
さ
れ
る
も

の
で
は
な

い
か
と
思
う

も
の
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
式
典
全
体
を
と
お
し
て
運
営

ス
タ

ッ
フ
と

し
て
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同
窓
会

の
方

々

と
の
ふ
れ
あ

い
や
、
先
生
方

の
別
の
面
に
ふ
れ
さ
せ
て

い
た
だ
く
な
ど
全
体
的
に
理
解
が
深
ま

っ
た
と
思

い
ま

す
。こ

の
周
年
事
業
は
、
学
校
と
同
窓
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

一

体
と
な

っ
て
運
営

で
き
た
こ
と
が
こ
う
し
た
大
成
功
を

生
み
出
し
た
根
本
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を

企
画
推
進
さ
れ
た
同
窓
会
役
員

の
方

々
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
文
京
高
校
同
窓
会

の
今
後

の
発
展

を
お
願

い
し
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
成
功
の
陰
に
は
本
校
建
学
以
来
の
今
は
亡
き
恩
師
の
諸
先
生
方

の
ご
加
護

が
あ

っ
た
も

の
と
信
じ
た

い
。
列
席
者

の
誰
か
ら
も
称
賛
の
声
が
聞
か
れ
た
の

で
、
こ
れ
に
応
え
て
私
は
、
同
窓
会
と
し
て
も
こ
の
日
を

『
愛
校
記
念
日
』
と

さ
だ
め
て
毎
年
１０
月
１７
日
に
総
会
を
開
き
、
同
窓
生

の
講
演
を
聴
く
な
ど
し
て

永
久
に
結
束

の
日
と
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た

い
。

私
事
に
な
る
が
私
は
、
多
忙
な
渡
辺
会
長
に
代

っ
て
前
例

の
な

い
こ
の
イ

ベ

ン
ト
の
仕
掛
人
の
ひ
と
り
と
し
て
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
密

か
に
喜
ん
で
い
る
。
も
と
よ
り
私
自
身
は
非
力
で
あ
る
が
、
文
京
高
校
草
創
時

代

の
卒
業
生
有
志

の
会

「
市
二
会
」
と

い
う
バ

ッ
ク
が
あ
り
、
こ
の
会
に
所
属

す
る
同
窓
実
行
委
員
各
位
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
あ

っ
て
の
成
功
で
あ

っ
た
こ
と
を
銘
記
さ
れ
た

い
。
私
を
合
め
母
校

の

一
期
生
の
実
行
委
員
達
は
、

い
わ
ば
同
窓
生
の
長
男
で
あ
り
、
そ
の
長
男
と
し
て
の
責
務
を
果
た
せ
た
こ
と

に
今
は
大

い
に
満
足
し
て
い
る
。

こ
の
興
奮

の
冷
め
や
ら
ぬ
実
行
委
員

の
諸
君
の
中
か
ら
再
度
ご
苦
労
を
願

い

編
集
委
員
を
お
願

い
し
て
、
『
紫
筍
』
特
集
号
を
編
纂
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
感
動

を
止
む
を
得
ず
出
席
で
き
な
か

っ
た
全
同
窓
生
諸
君
に
そ
の
ま
ま
お
伝
え
し
た

い
た
め
で
あ
る
。
特
に
編
集
委
員

の
み
な
さ
ん
は
、
記
念
式
典

の
長

い
準
備
と

後
片
付
け
で
、
た
ま
り
に
溜
ま

っ
た
仕
事
を
こ
な
さ
れ
、
し
か
も
年
末
と

い
う

忙
し
さ
を
背
負

っ
て
の
編
集
作
業
で
あ

っ
た
。
本
当
に
頭
の
下
が
る
思

い
で
あ

２一
。さ

て
お
わ
り
に
当
た
り
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
下
さ

っ
た
多
く
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
実
行
委
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
御
礼
の
こ
と
ば
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
「
記
念
行
事
」
を
終
始
ご
指
導
下
さ

っ
た
歴
代
の
学
校

長
、
教
頭
、
教
職
員
、
事
務
職
員
の
方
々
に
深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
私
の
ご

挨
拶
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
成
４
年
Ｈ
月
２４
日
）



特

集

　

創
立
５０
周
年

・
校
△
口改
築
記
念

特
別
寄
稿

五
十
周
年
記
念
会

に
参
加
し

て

佐

々
木
　
益
　
男

在
職
　
昭
和

一
五
年
～
二
二
年

一
期
Ａ
内
田
千
里
君
と

一
緒
に
車
を
降
り
て
、
校
門
の
前
に
作
む
。
入
日
か

ら
続
く
煉
瓦
の
色
と
体
育
館
と
奥
に
見
え
る
校
合
の
自
さ
と
対
照
の
美
し
さ
が

目
を
ひ
く
。
体
育
館
の
前
に
響
え
立
つ
大
欅
に
、
開
校
当
時
の
校
合

・
校
門
な

ど
の
作
ま
い
が
目
に
浮
か
ぶ
。
す
る
と
、
生
徒
の
先
頭
に
立

っ
て
、
裸
体
操
の

姿
で
校
門
を
走
る
川
島
校
長
の
晴
や
か
な
顔
が
懐
か
し
く
迫

っ
て
来
る
。
気
が

つ
く
と
三
期
Ｃ
藤
ヶ
谷
敏
明
君
が
校
門
の
内
側
に
立

っ
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。

彼
に
案
内
さ
れ
て
控
室
に
入
る
。
生
徒
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

心
か
ら
接
待
し
て
お
ら
れ
る
。
学
校
、
父
母
、
卒
業
生
が

一

体
と
な

っ
て
心
か
ら
、
こ
の
創
立
五
十
周
年
を
祝

っ
て
い
る

様
子
に
敬
意
と
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
る
。

時
間
が
あ
る
の
で
、
新
し
く
完
成
し
た
校
合
を
あ
ち
こ
ち
見
て
ま
わ
る
。
素

晴
ら
し

い
施
設

。
設
備
で
あ
る
。
そ
れ
に
多
く

の
空
間
が
あ

っ
て
、
ゆ
と
り
を

感
じ
る
。
生
徒
の
学
習
が
配
慮
さ
れ
た
素
敵
な
環
境
で
あ
る
。
全
く
今
昔
の
感

に
た
え
な

い
。
人
は
環
境
と
相
互
作
用
し
な
が
ら
成
長
す
る
。
個
性
豊
か
な
人

材
が
、
我
々
の
こ
の
学
校
か
ら
多
く
育

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
祝

賀
会
場
に
至
る
。

会
場
は
誠
意
と
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
あ

い
さ

つ
、
報
告
を
聞

い
て
い
る

こヽ
、　
マ
【①
”
一Ｒ
一”
く
０
０
口
①́
”
●
Ｑ
一ヨ
一①
●
】Ｂ
一”
く
”
〇
¨
げ
暉
一
Ｈ
”
〇
〇
●
〔〇
『
①
く
①
い
　
　
「
入
（
々

は
来
て
は
去

っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
は
と
こ
し
え
に
進
み
行
く
」

と

い
う
テ
ニ
ソ
ン
の

一
句
が
浮
か
ぶ
。
創
立
以
来
五
十
二
年
、
幾
多
の
変
遷
を

く
ぐ
り
抜
け
、
校
長
、
教
師
も
来
て
は
良

い
も
の
を
残
し
て
去

っ
て
ゆ
き
、
生

徒
も
来
て
は
学
ん
で
去

っ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
、
日
々
新
た
に
、
至
誠

一
貫
、

文
京
高
等
学
校
は
厳
然
と
堂

々
と
、
と
こ
し
え
に
そ
の
道
を
進
み
ゆ
く
。

想
い
起
こ
す
草
創
の
第
三
東
京
市
立
中
学
校
時
代

細

木

歳

男

在
職
　
昭
和
一
五
年
～
十
九
年

大
塚
駅
か
ら
の
街
筋
が
す

っ
か
り
変

っ
て
い
る
の
で
、
タ

ク
シ
ー
で
文
京
高
校
に
運
ん
で
も
ら

っ
て
驚

い
た
。
創
立
当

時
の
巣
鳴
養
育
院
跡
の
市
立
三
中
と
は
全
く
違

っ
た
近
代
的
学
園
が
そ
こ
に
あ

っ
た
。
た
だ
校
間
を
入
っ
て
す
ぐ
目
に
つ
く
椎
の
大
木
が
昔
の
ま
ま
繁

っ
て
い

る
の
が
唯

一
の
音
を
偲
ぶ
よ
す
が
で
あ
る
。
祝
賀
会
場
に
入

っ
て
み
る
と
創
立

当
時
の
先
生
で
は
佐
々
木
益
男
先
生
が
す
ぐ
判

っ
た
。
懐
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ

て
来
る
。
八
五
歳
で
登
礫
と
し
て
牧
師
と
し
て
伝
導
に
従

っ
て
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
に
更
に
畏
敬
の
念
を
抱
く
。
創
立
当
時
の
教
師
で
生
き
残

っ
て
い
る
の
は

先
生
と
私
だ
け
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
私
も
す
で
に
傘
寿
で
あ
る
。

午
後
二
時
か
ら
の
Ｏ
Ｂ
の
祝
賀
会
、
何
し
ろ
創
立
当
時

一
二
歳
の
可
愛
い
少

年
が
今
は
六
四
歳
の
初
老
の
紳
士
で
あ
る
。
顔
だ
け
で
は
さ

っ
ぱ
り
判
ら
な
い
。



だ
が
姓
名
を
名
乗

っ
て
く
れ
る
と
名
前
は
不
思
議
に
思
い
出
す
。
渡
辺
剛
彰
同

窓
会
長
、
末
正
明
市
二
会
長
は
勿
論
辱
知
の
間
柄
で
あ
る
。
早
川
律
三
郎
、
原

田
策
司
弁
護
士
も
同
じ
法
曹
で
高
知
で
お
逢
い
し
た
。
「
僕
は
二
期
生
で
漢
文
を

習
い
ま
し
た
。
白
文
帖
を
出
せ
と
言
わ
れ
て
、
ぞ

っ
と
し
た
も
の
で
す
。

」
と
い

う
紳
士
で
あ
る
。
あ

っ
思
い
出
し
た
、
漢
文
の
教
科
書
か
ら
、
返
り
点
、
送
り

仮
名
の
な
い
漢
字
ば
か
り
を
帖
面
に
写
し
取
る
こ
と
を
宿
題
に
し
て
そ
の
自
文

帖
で
読
ま
せ
た
り
、
返
り
点
送
り
仮
名
の
練
習
を
さ
せ
た
の
だ
。
そ
の
宿
題
を

忘
れ
た
者
を
叱

っ
た
り
小
突
い
た
、
今
な
ら
さ
し
ず
め
暴
力
教
師
だ

っ
た
の
だ
。

「
先
生
、
僕
は
課
外
の
相
撲
部
員
で
し
た
よ
。

」
と
い
う
紳
士
も
い
た
。
こ
れ
ま

た
あ

っ
と
思
い
出
し
た
。
川
島
校
長
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に

一
五
五
セ
ン
チ
五
〇

キ

ロ
の
小
男
の
私
に

「
君
は
土
佐
人
で
相
撲
が
好
き
だ
ろ
う
、
課
外
の
相
撲
部

を
作
る
か
ら
指
導
し
ろ
。
」
と
命
ぜ
ら
れ
て
裸
に
な

っ
て

一
、
二
年
生
相
手
に
胸

を
貸
す
真
似
ご
と
を
し
た
も
の
だ

っ
た
。
中
学
生
も
三
年
生
に
な
る
と
小
男
の

私
な
ど
と
て
も
敵
わ
ず
大
相
撲
の
プ

ロ
の
三
段
目
あ
た
り
が
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
ほ
っ
と
し
た
。
何
し
ろ
あ
の
頃
は
草
創
時
代
で
私
も
何
で
も
や
ら
さ

れ
た
。
川
島
校
長
は
書
家
で
も
な
い
私
に

『至
誠

一
貫
右
以
テ
本
校
校
訓
ト
ナ

ス
』
と
墨
書
さ
せ
て
、
そ
れ
を
巻
物
に
し
て
学
校
行
事
の
と
き
、
う
や
う
や
し

く
そ
の
巻
物
を
広
げ
て
読
み
あ
げ
ら
れ
る
と
き
は
冷
汗
が
出
た
。
あ
の
下
手
な

私
の
字
は
ま
だ
巻
物
で
文
京
高
校
に
残

っ
て
い
る
ら
し
い

（創
立
四
十
周
年
記

念
誌
三
枚
目
表
写
真
参
照
）
。
早
川
君
が
車
で
送

っ
て
く
れ
る
と
親
切
に
言

っ
て

く
れ
る
の
を
断

っ
て
、
懐
か
し
い
山
手
線
大
塚
駅
ま
で
歩
い
た
。
鈴
木
悟
郎
東

京
電
機
大
学
教
授
と

一
緒
で
あ

っ
た
。
実
に
楽
し
く
も
懐
か
し
い
一
日
で
あ

っ

た
。
教
師
を
し
て
い
た
こ
と
が
本
当
に
良
か

っ
た
と
雲
の
上
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の

中
で
想
い
起
こ
し
な
が
ら
何
時
し
か
疲
れ
て
眠

っ
て
い
た
。
や
は
り
歳
は
争
え

な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（現
職
。
弁
護
士
）

記
念
式
典

に
参
列
し

て

田
　
崎
　
幾
太
郎

在
職
　
昭
和

一
八
年
～
四
七
年

荒
れ
た
焼
跡
に
、
モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
と
し
て
ベ
ラ
ン
ダ
付
き
の
校
合
が
建

っ

た
時
、
わ
れ
わ
れ
は
感
激
の
眼
で
そ
の
建
物
を
見
上
げ
、
教
師
も
生
徒
も
新
た

な
意
気
込
み
で
勉
学
に
励
も
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

以
来
四
十
年
、
登
校
下
校
の
度
に
見
上
げ
た
銀
杏
の
老
本
は
益
々
そ
の
枝
を

繁
ら
せ
て
ゆ
き
、
屋
上
か
ら
眺
め
ら
れ
た
富
士
山
の
夕
影
も
、
立
ち
並
ぶ
高
層

建
築
の
陰
に
見
え
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
歳
月
が
流
れ
、

人
は
年
老
い
、
校
合
は
古
く
な

っ
て
い
っ
た
。

老
人
は
再
び
若
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
校

合
は
新
し
い
時
代
の
要
求
に
応
じ
て
、
立
派
に
改
築
さ
れ
、

創
立
五
十
周
年
の
記
念
式
と
併
せ
て
落
成
祝
賀
会
が
盛
大
に

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
私
は
久
し
ぶ
り
に
管
の
同
僚

や
、
古
い
卒
業
生
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
、
朝
か
ら
出
か
け
て
式
典
に
参
列

し
た
。

午
後
の
同
窓
会
主
催
の
祝
賀
会
に
は
数
百
人
の
卒
業
生
が
集
ま
り
、
こ
う
し

た
機
会
が
な
け
れ
ば
お
そ
ら
く
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
古
い
卒
業

生
に
会
え
た
の
も
嬉
し
か
っ
た
。
時
間
は
時
の
間
に
過
ぎ
て
、　
一
人

一
人
と
語

り
合
う
暇
も
な
く
終
宴
に
な

っ
た
の
は
残
念
で
あ

っ
た
が
、
担
任
し
た
ク
ラ
ス

の
二
次
会
に
誘
わ
れ
て
、
帰
宅
し
た
の
は
夜
の
九
時
を
過
ぎ
て
い
た
。

学
校
は
素
晴
ら
し
い
校
合
に
建
て
替
わ

っ
た
。
昔
の
不
自
由
な
環
境
で
が
ん

ば

っ
た
生
徒
た
ち
が
、
社
会
の
各
方
面
に
発
展
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
め
ぐ

ま
れ
た
施
設
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
も
、
先
輩
に
劣
ら
ず
勉
学
に
励
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
つ
つ
、
記
念
す
べ
き

一
日
を
過
ご
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。



想

い
出
深
き
文
京
高
校

菅
　
野
　
一
一　
郎

在
職
　
昭
和
三
〇
年
～
三
六
年

私
が
文
京
高
校
に
奉
職
し
た
の
は
、
豊
島
中
学
校
で
あ

っ
た
昭
和
二
十
年
三

月
二
十

一
日
付
で
、
判
任
官
六
等
、
本
俸
九
十
五
円
の
辞
令
を
貰

っ
た
。
校
長

は
初
代
で
あ

っ
た
川
島
源
司
先
生
。
先
生
は
私
の
中
学
時
代

の
恩
師
と

い
う
関

係
か
ら
、
先
生
最
後

の
人
事
と

い
う
こ
と
で
、
渡
辺
実
先
生
の
後
任
と
し
て
、

私
を
採
用
し
て
い
た
だ

い
た
わ
け
。
赴
任
し
て
驚

い
た
の
は
、
奥
田
、
奥
園
、

河
野
、
川
島
（計
）
と
い
っ
た
こ
れ
ま
た
私
の
中
学
時
代
の
恩
師
が
幹
部
教
員
と
し

て
、
校
長
を
補
佐
し
て
お
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
私
は
こ
れ
ら
の
先
生
に
は

全
く
頭
が
あ
が
ら
ず
、
何
か
に
つ
け
て
「
菅
野
、
菅
野
」
と
こ
き
使
わ
れ
た

↑
」

の
時

の
い
ろ
い
ろ
の
経
験
が
私
の
そ
の
後

の
活
躍
に
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
）
。

こ
の
赴
任
の
年
は
、
日
本

の
激
変
期
で
、
文
京
高
校
に
と

っ
て
も
苦
難
の
年

で
あ

っ
た
。
私
の
宿
直
の
夜
に
、
空
襲
で
校
舎
全
焼
、
先
生
、

生
徒
共
に
疎
開
、
そ
の
為
芹
沢
先
生
が
会
計
、
私
が
庶
務
を

兼
務
し
た
。
そ
の
間
に
、
焼
跡
に
急
造
の
バ
ラ
ッ
ク
校
合
を

建
て
、
と
に
か
く
授
業
再
開
。
や
が
て
、
九
中

（今
の
北
園

高
）
の
地
下
室
そ
の
他
の
間
借
り
生
活
、
次
が
文
京
区
関
口
台
小

へ
の
間
借
り

移
転
。
し
ば
ら
く
し
て
本
郷
元
町
小

へ
の
間
借
り
移
転
。
こ
の
時
は
生
徒
が
机
、

椅
子
を
徒
歩
で
担

い
で
運
ん
だ
。
そ
の
頃
は
二
代
校
長
の
野
口
彰
先
生
。

こ
の
校
長
の
時
、
二
部

の
小
児
麻
痺
後
遺
症
の
生
徒
が
、
学
校
の
プ
ー
ル
に

転
落
死
亡
。
そ
の
責
任
を
取

っ
て
野
口
先
生
が
辞
任
、
三
代
奥
田
行
信
校
長
に

な
る
。
そ
し
て
新
学
制
施
行
に
よ
る
校
名
変
更
。
二
十
五
年
二
月
私
の
担
任
ク

ラ
ス
か
ら
東
大
、　
一
橋
大
そ
の
他
国
公
立
二
十
名
、
私
大
三
十
七
名

の
全
員
合

格
。
二
十
七
年
に
は
新
築
成
る
今
の
地
に
移
転
。
実
に
多
く

の
想

い
出
が
あ
る
。

同
窓
会
に
寄
せ
て

渡
　
井
　
栄

一
郎

在
職
　
昭
和
二
一
年
～
五
二
年

あ
る
学
校
を
卒
業
し
て
上
級
学
校
に
進
ん
だ
り
あ
る
い
は
ま
た
実
社
会
に
出

た
り
す
る
と
、
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
母
校
を
訪
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り

次
第
に
母
校
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
。
最
近
の
よ
う
に
教
育
熱

が
高
ま
り
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
と

い
う
よ
う
な
進
み
方
を

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
卒
業
後
は
、
た
と
え
て
み
る
と
人
生
行
路
で
の

一
宿
場

的
な
感
覚
で
し
か
捉
え
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
同
期
生
や
同
級
生
の
場
合

は
、
同
期
生
会
と
か
同
級
会
と
か
を
開
い
て
旧
交
を
暖
め
て

お
り
、
こ
れ
は
こ
れ
で
大

い
に
結
構
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
と
て
も
母
校
と
の
直
接
的
な
繋
が
り
は
や
は
り
う
す
く

な
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な

い
。
そ
こ
で
、
同
窓
生
全
体
の
連

繋
、
親
睦
を
深
め
か

つ
ま
た
母
校
と
の
疎
遠
化
を
防
ぐ
た
め
、
同
窓
会

の
在
り

方
に
つ
い
て
再
考
し
て
み
だ

い
。
ど
の
学
校
に
も
同
窓
会
と
か
校
友
会
と
か

い

う
同
じ
よ
う
な
会
が
あ
り
、
そ
の
運
営
方
法
も
似
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
が
、

何
か
公
式
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
物
足
り
な

い
。
今
度

の
文

京
高
校
創
立
五
十
周
年
、
校
舎
改
築
記
念

の
集

い
が
大
成
功
裡
に
終
わ

っ
た
の

を
見
て
、
同
窓
会
も
運
営
方
法
を
考
え
直
せ
ば
、
同
窓
会

の
活
性
化
が
で
き
る

と
思

っ
た
の
で
あ
る
。
要
は
積
極
的
に
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
出
席
し
甲
斐

の
あ
る
会
合
が
で
き
れ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
」ヽ
の
た
め
に
は
、
学
校
当

局
に
積
極
的
な
援
助
を
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
ま
た
同
窓
会
役
員
、

同
窓
会
費
、
同
窓
会
場
そ
の
他
見
直
す

べ
き
問
題
が
多
々
あ
る
が
、
こ
の
辺
で

わ
が
文
京
高
校
同
窓
会
が
他
に
先
駆
け
て
同
窓
会

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
頂

け
た
ら
と
考
え
る
次
第
で
す
。



誠
と
自
由
と
愛
の
学
園
文
京
高
校

竹

内

道

雄

在
職
　
昭
和
二
三
年
～
三
八
年

十
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
文
京
高
校
創
立
五
十
周
年

・
校

合
改
築
記
念
日
に
際
し
て
は
、
式
典
・
祝
賀
会
な
ど
全
て
の
行

事
に
参
加
し
、
多
数
の
先
輩

。
同
僚

の
教
職
員
、
同
窓
生
、

教
え
子
の
皆
さ
ん
方
に
久
方
ぶ
り
に
お
会

い
で
き
、

つ
い
で
私
の
全
日
制
最
初

の
担
任
で
あ

っ
た

「
あ
す
な
ろ
う
」
同
級
会
に
も
出
席
で
き
、
無
上
の
慶
び
に

ひ
た

っ
た
こ
と
で
し
た
。
文
字
通
り

″
至
誠

一
貫
″
の
精
神
を
も

っ
て
実
施
さ

れ
た
今
回
の
す
ば
ら
し

い
式
典

・
行
事
に
つ
い
て
、
学
校
当
局
並
び
に
同
窓
会

等
関
係
者
各
位
に
改
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
今
年
満
古
稀
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
人
生
は
教
師
の
人
生
で
あ

っ
た
こ
と
を
し
み
じ
み
回
想
し
て
い
ま
す
。
私
が
文
京
高
校
に
在
任
し
た
の
は

二
六
歳
か
ら
四

一
歳
ま
で
の
人
生
の
花
と
も

い
う

べ
き
青
壮
年
時
代
で
気
力
体

力
と
も
に
充
実
し
た
時
期
で
し
た
。
校
長
奥
田
行
信
先
生
を
は
じ
め
多
く

の
先

生
方

の
薫
陶
を
受
け
、
″
至
誠

一
貫
″
の
校
訓
の
も
と
自
由
と
愛

の
心
を
も

っ
て

教
育
と
学
問
の

一
致
を
目
指
し
て
励
み
、
生
徒
諸
君
と
は
勉
学
に
運
動
に
、
ま

た
文
京
祭
の
運
動
会

。
文
化
祭
に
楽
し
く
有
意
義
な
思
い
出
を
多
く
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
ほ
ん
と
う
に
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

私
は
文
京
高
校
を
退
職
し
て
か
ら
も
、
殆
ど
毎
年
、
担
任
し
た
ク
ラ
ス
の
会

に
招
か
れ
て
出
席
し
、
社
会
的
に
立
派
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
教
え
子
の
皆
さ
ん

に
接
し
、
歓
談
し

つ
つ
教
師
冥
利
に
尽
き
る
悦
び
を
味
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
、
文
京
高
校
で
教
師
生
活
が
で
き
た
こ
と
に
大
き
な
誇
り
を
持

つ
と
共
に
深

く
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。
文
京
高
校
が
誠
と
自
由
と
愛

の
校
風
を
念

々
発

揚
し
、
益

々
多
く

の
人
材
を
輩
出
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（現
職
　
愛
知
学
院
大
学
教
授
・
理
事
）

「
わ

が
文
京
／
」

吉

野

哲

也

在
職
　
昭
和
三
八
年
～
五
五
年

久
し
ぶ
り
で
校
門
前
に
立

っ
た
と
た
ん
に
、
思
わ
ず
う
な
り
声
を
上
げ
て
し

ま

っ
た
程
に
素
晴
ら
し
く
な

っ
た
校
合
、
前
庭
等

々
。
グ
ラ
ン
ド
も
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
も
間
も
な
く
新
設
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
「
わ
が
文
京
」
が
見
事
な
ま
で
に
立
派
に
な
る
の
を
目
の

当
た
り
に
さ
せ
て
頂

い
て
、
た
だ
た
だ
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

ま
る
で
、
自
分
の
息
子
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
目
を
細
め
て

に
こ
に
こ
見
て
い
る
思

い
で
し
た
。

ど
こ
も
が
眩
し

い
程
に
輝
く
校
合
内
を
ご
案
内
頂
き
な
が
ら
、
か
つ
て

「
文

京
に
骨
を
埋
め
る
」
覚
悟

で
務
め
さ
せ
て
頂

い
た
十
七
年
間
を
本
当
に
懐
か
し

く
思

い
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

テ

ニ
ス
の
練
習
よ
り
も

コ
ー
ト
の
掘
り
返
し
で
手
に
ま
め
を
作

っ
た
あ

の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
こ
の
辺
だ

っ
た
な
あ
と
か
、
野
球
部

の
強
打
者
が
い
い
音
を
聞

か
せ
て
く
れ
る
度
に
担
ぎ
あ
げ
る
瓦
の
枚
数
を
算
段
し
、
棟
梁

（渋
谷
先
生
）

の
あ
と
に
つ
い
て
屋
根
瓦
を
修
理
し
た
あ
の
木
造
の
体
育
館
は
あ

の
辺
だ

っ
た

な
あ
と
か
、
な
か
な
か
底
ま
で
潜
れ
な

い
程
深

い
プ
ー
ル
の
底
面
に
彼
女
と
自

分
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
を
書

い
て
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
例

の
プ
ー
ル
や
雷
に
打
た
れ

て
裂
け
た
ポ
プ
ラ
の
大
樹
は
こ
の
辺
に
あ

っ
た
な
あ
と
か
…
…
。

過
ぎ
し
日
を
懐
か
し
く
語
る
の
は
年
を
取

っ
た
証
拠
だ
な
ど
と
ひ
や
か
さ
れ

そ
う
で
す
が
、
な
ぜ
か
古

い
校
合
の
在
り
か
を
確
か
め
な
が
ら
、
か
つ
て

一
緒

に
汗
を
流
し
合

っ
た
多
く

の
卒
業
生
や
同
僚

の
顔
や
声
や
し
ぐ
さ
ま
で
も
を
あ

り
あ
り
と
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
鳴
呼

「
わ
が
文
京
／
」

（現
。
都
立
竹
台
高
等
学
校
長
）



最
初
の
担
任
の
頃

松

浦

桂

子

在
職
　
昭
和
三
九
年
～
五
九
年

文
京
在
任
二
十
年

の
う
ち
十
七
年
間
を
担
任
と
し
て
過
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
原
点
と
も

い
う

べ
き
最
初
の
ク
ラ
ス
の

Ｈ
Ｒ
活
動

の
い
く

つ
か
を
思

い
出
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
年
夏

の
Ｈ
Ｒ
合
宿
の
こ
と
。
ク
ラ
ス
独
自

の
企
画
に
気
軽
に
賛
成
し
た
も

の
の
、
職
員
会
議
で
、
自
費
で
引
率
し
た
と
こ
ろ
で
引
率
責
任
の
問
題
は
免
れ

な

い
と
指
摘
さ
れ
て
立
往
生
、
そ
の
時
大
先
輩

の
Ｋ
先
生
が
自
ら
引
率
の
応
援

を
申
し
出
て
実
施

へ
の
道
を
開
い
て
下
さ

っ
た
の
で
し
た
。
八
王
子
青
年
の
家

に
宿
泊
し
、　
一
日
目
は
登
山
、
二
日
目
は
討
論
会

「
恋
愛
に
つ
い
て
」
と
い
う

も
の
。
私
的
な
合
宿
と
い
う

の
に
、
何
と
真
面
目
だ

っ
た
こ
と
で
し
よ
う
。

こ
の
時

の
ク
ラ
ス
は
委
員
選
出
や
席
替
え
な
ど
事
務
的
な
こ
と
は
シ

ョ
ー
ト

Ｈ
Ｒ
や
放
課
後
に
行

い
、
Ｈ
Ｒ
委
員
を
中
心
に
独
自
の
企
画
を
次

々
に
出
し
て

き
ま
し
た
。
北
海
道
十
勝
地
方

の
大
冷
害

の
際
に
は
、
ク
ラ
ス
全
員
で
大
塚
や

池
袋

の
駅
頭
で
募
金
活
動
を
行

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
数

力
月
後
、
そ
の
お
礼

に
と
箱

一
杯
の
香
り
豊
か
な
鈴
蘭
が
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
思

い
が
け
な

い
感

動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
主
催

の
ベ
ト
ナ
ム
映
画
会
も
や
り
ま

し
た
。
極
め

つ
き
は
後
期
中
等
教
育
に
関
す
る
答
申
が
出
さ
れ
た
時
で
し
ょ
う
。

生
徒
た
ち
は
全
文
を

″
ガ
リ
切
り
″
し
て
印
刷
し
、
三
ヵ
月
程
連
続
討
論
を
行

っ
た
り
し
た
の
で
し
た
。

二
十
年

の
間
に
は
時
代
も
生
徒
た
ち
も
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
が
、

語
り
出
せ
ば
思

い
出
は

つ
き
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
生
徒
や
先
生
方
に
支

え
ら
れ

つ
つ
自
由
で
暖
か
い
雰
囲
気

の
文
京
高
校
で
二
十
年
間
を
過
せ
た
こ
と

を
今
更
な
が
ら
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

五
十
周
年
記
念
誌
と
の
か
か
わ
り

稲
　
留
　
土
　
洲

お
よ
そ
二
年
ぐ
ら
い
前
、
文
京
高
校
創
立
五
十
周
年

。
校
舎
改
築
記
念
行
事

の
た
め
の
校
内
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
四
名
が
職
員
会
議

で
選
出
さ
れ
う
ち
二
人
は
村
岡
先
生
と
私
で
し
た
。
そ
こ
で
槙
先
生

（当
時
教

頭
）
か
ら
村
岡
先
生
と
私
が
記
念
誌
担
当
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
の
ち
校
内

の
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
五
人
と
な
り
編
集
長
は
勿
論
、
村
岡
先

生
で
す
。
編
集
長
の
基
本
方
針
は

「事
実
と
し
て
の
資
料
」

そ
れ
も
昭
和
十
年
代
後
半
、
昭
和
二
十
年
代
の
資
料
を
特
に

集
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
戦
災
、
引
越
し
等
々
資
料
は
無
き
に
等
し
か
っ
た
の
で
す
。
た
め
に

旧
職
員
、
同
窓
会
員
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
同
期
会
の
集
い
で
の
記
憶
の

掘
り
起
し
等
す
べ
て
が
同
窓
会
の
方
々
へ
お
ん
ぶ
に
抱

っ
こ
で
し
た
。
こ
こ
で

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
中
に
あ

っ
て
は
村
岡
編
集
長
の
寝
食
を
忘
れ
た
（飲

を
除
く
）
努
力
は
こ
と
ば
に
で
き
ま
せ
ん
。
彼
の
辣
腕
な
か
り
せ
ば
で
す
。
お

い
し
い
お
酒
を
頂
き
な
が
ら
の
記
憶
を
確
か
め
る
会
、
懇
談
会
等
々
今
も

っ
て

忘
れ
ら
れ
ず
、
末
市
二
会
長
さ
ん
、
静
谷
先
生
に
は
お
礼
の
こ
と
ば
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
会
に
お
招
き
項
い
た
と
き
、
文
京
草
創
期
の
頃
の
同
窓

生
の
方
々
が
母
校
に
対
す
る
熟
情
を
お

一
人
お
ひ
と
り
が

一
様
に
も

っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
に
私
は
深
い
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
な
の
か
と
い
う
思
い

が
今
も
私
の
心
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
思
う
と
き
私
は
恥
ず
か
し
く
な

り
ま
す
。
記
念
誌
の
頁
を
あ
け
る
と
い
つ
も
穣
郁
と
し
た
お
酒
の
香
り
が
漂

っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
て
記
念
誌
の
編
纂
に
当

っ
て
私
は
何
を
し
た
か
。
編
集
長

と
碁
ば
か
り
打

っ
て
い
た
の
で
す
。
碁
を
打

っ
て
い
た
ら
い
つ
の
ま
に
か
記
念

誌
が
出
来
上

っ
て
い
た
。
こ
れ
が
私
の
自
慢
？
で
す
。
　

現
職

昭
和
四

一年
よ
り



創
立
五
十
周
年

に
あ
た
り

後
　
藤
　
秀
　
雄

在
職
　
平
成
元
年
～
四
年

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
校
舎
落
成
記
念
と
と
も
に
行
な

っ
た
記
念
式
典
も
、
関
係
の
皆
様
の
ご
援

助
、
ご
協
力
に
よ

っ
て
無
事
に
終
わ
り
、
慶
賀
の
至
り
で
す
。

こ
の
五
十
年
の
間
、
社
会
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
生
徒
や
教
員
も
年
々

変
わ
り
ま
し
た
が
、
文
京
高
校
が
、
世
に
誇
り
得
る
学
校
と

し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
第

一
期
生
か
ら
の
同
窓
生
が
素
晴
ら
し

い
実
績
を

挙
げ
、
良
き
伝
統
を
築

い
て
、
こ
れ
を
連
綿
と
し
て
受
け
継

い
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
大
で
あ
る
と
、
同
窓
生
の
皆
様
に
改
め
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。

し
か
し
、
都
立
高
校
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
現
在
、
五
十
周
年
を
迎
え

て
、
た
だ
半
世
紀
を
回
顧
す
る
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
文
京
高
校
の
飛

躍
に
向
け
て
、
関
係
者

一
同
が
努
力
し
た
い
も
の
と
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
、
新
校
合
の
完
成
は
、
誠
に
良
い
機
会
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

旧
校
合
は
近
代
的
な
造
り
で
、
か
つ
て
の
高
校
の
モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
と
し
て

あ
ま
り
に
も
有
名
で
し
た
。
新
校
合
も
明
る
く
、
堂
々
と
し
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
文
京
生
を
育
み
、
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く
の
に
十
分

な
容
れ
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
改
築
に
あ
た

っ
て
は
、
か
つ
て
卒
業
生
や
教

員
が
植
え
、
見
守

っ
て
き
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
や
け
や
き
等
の
本
々
の

一
部
が
、
止

む
を
得
ず
伐
ら
れ
る
と
い
う
残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
校
合
完
成
を

機
に
、
過
去
の
五
十
年
の
す
べ
て
を
糧
に
し
て
、
文
京
高
校
が
限
り
な
く
発
展

す
る
よ
う
に
祈
る
も
の
で
す
。

人
と
人
と

の
絆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槙
　
　
　
學

在
職
　
昭
和
六
二
年
～
平
成
四
年

こ
の
度
の
記
念
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
立
派
な
式
共
に
感
動

い
た
し
ま
し
た
。
私
は
丁
度
改
築
の
始
め
か
ら

完
成
寸
前
ま
で
の
五
年
間
文
京
高
校
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
私

に
と

っ
て
た

い
へ
ん
多
く

の
学
校
関
係
者
の
ご
援
助
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同

窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
旧
職
員

の
方

々
な
ど
文
京
高
校

の
た
め
に
何
か
お
役
に
立

っ

て
も
ら
え
る
と
思
う
と
き
は
厚
か
ま
し
く
お
願

い
事
を
し
ま
し
た
。
お
詫
び
労

々

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

時
代

の
変
化
で
し
ょ
う
か
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
段

々
無
機
的
に
な

っ

て
い
く

の
は
個
人
主
義

の
世
の
中
で
は
仕
方

の
な

い
流
れ
か
と
思

い
ま
す
。
学

校
も
そ
の
例
外
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
私
は
分
厚

い
同
窓
会
名

簿
を
見
て
文
京
高
校

の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
流
れ
る
こ
の
学
校
で

過
ご
し
た
熱
き
思

い
は
き

っ
と
み
ん
な
共
通
に
持

っ
て
い
た
し
持

っ
て
い
る
と

思

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
そ
の
縦

の
流
れ
が
非
常
に
希
薄
に
思

え
ま
し
た
。
正
直
申
し
て
、
先
生
方
も
同
窓
会

の
方
に
も
。
若

い
人
は
、
も
ち

ろ
ん
生
徒
も
、
人
間
は
多
く

の
人
と
の
触
れ
合

い
に
よ

っ
て
成
長
す
る
も

の
で

す
。
子
供
は
多
く
の
人
に
暖
か
く
包
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
た
と
き
に
頑
張
り
や

鍛
練
や
努
力
を
自
然

の
中
で
し
て
い
く
も

の
だ
と
思
う

の
で
す
。
そ
こ
で
私
は

先
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
、
先
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
と
出
来
る
だ

け
生
徒
の
た
め
に
な
る
こ
と
で
会
合
を
持
ち
話
し
合

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
記
念
式
典
で
培
わ
れ
た
人
と
人
と
の
絆
を

一

層
大
く
し
て
い
っ
て
、
「
老

い
も
若
き
も

一
堂
に
会
し
て
声
高

ら
か
に
文
京
高
校
こ
こ
に
あ
り
」
と
そ
ん
な
日
が
五
年
に

一

回
く
ら

い
あ

っ
て
も

い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う

の
で
す
が
。



若
き
後
輩
諸
君
に
ユ
ー
ル
を
送
る

一
期
Ｂ
組
　
今
　
泉
　
　
徹

母
校
文
京
高
校
に
と
り
、
創
立
以
来
５２
年
目
で
初
の
本
格
的
な
周
年
行
事

の

ご
成
功
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
る
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

の
大
不
況
の
只
中
で
上
京
参
加
も
叶
わ
ず
、
至
誠

一
貫

で
今
も
働
き
続
け
て
い
る
高
齢
者
か
ら
、
母
校

の
若
き
後
進
社
会
人
に
、
私
の

在
校
時
代
を
顧
み
、
処
世
訓
を
述
べ
、
御
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

学
校
創
立

の
昭
和
１５
年
、
私
達

一
期
生
は
、
現
在
地
に
あ

っ
た
巣
鴨
養
育
院
分

院
に
入
学
し
た
。
当
時

の
校
合

・
校
庭
は
、
養
育
院
と
同
居
で
入
学
直
後

の
五

月
の
端
午

の
節
句
に
は
、
大
き
な
鯉

の
ぼ
り
を
校
庭
に
立
て
て
養
育
院

の
児
童

た
ち
に
お
く
り
、
懇
親

の
意
を
表
す
。　
一
方
、
蚤

。
南
京
虫
に
も
お
目
に
か
か

る
と

い
う
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
は
な
か

っ
た
が
、
新
し

い
理
想
を
新
し

い
中
学
に
求
め
る
先
生
方
の
心
意
気
は
、
私
達
生
徒
に
伝
わ

っ
た
し
、
私
達
も

良

い
校
風
を
作
ろ
う
と
頑
張
り
、
互

い
に
気
合

い
の
入

っ
た
新
中
学
の
出
発
で

あ

っ
た
。　
一
年
生
だ
け
で
始
ま

っ
た
中
学
校
の
内
容
は
、
な
か
な
か
に
個
性

の

あ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
う
。
先
生
方
は
各

々
に
実
力
と
理
念
と
を
兼
ね
備
え

て
お
ら
れ
た
し
、
学
校
内
教
育

の
他
に
、
特
長

の
あ
る
参
考
書
を
著
述
出
版
さ

れ
て
い
た
先
生
方
も
多
か

っ
た
。
又
、
生
徒
達
も
所
謂
、
優
等
生
型
は
少
な
く

（
い
な
か
っ
た
か
な
）
戦
時
下
で
の
裸
体
操
、
勤
労
動
員
体
制

下
で
も
、
個
々
に
は
勉
学
に
も
集
団
生
活
に
も
結
構
楽
し
ん

で
過
ご
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

今
私
も
六
十
五
才
に
な

っ
て
考
え
る
に
、
社
会
と
か
会
社

と
か
い
う
集
団
に
つ
い
て
も
、
中
学

（校
）
時
代
と
同
じ
く
、
少
々
周
囲
の
状

況
が
悪

い
場
合
で
も
、
希
望
と
理
念
と
を
持

っ
て
、
そ
し
て
各
自
が
個
性
を
持

ち
続
け
て
頑
張
れ
ば
、
社
会
も
会
社
も
必
ず
活
性
化
す
る
と
考
え
た

い
。

（日
本
ス
ピ
ン
ド
ル
製
造
帥
社
長
）

〔
都
立
文
京
高
校
学
校
案
内
〕
に
つ
い
て

一
期
Ｂ
組

小

林

一

夫

（旧
姓

石
垣
）

都
立
有
名
高
校
集
中
を
崩
す
た
め
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ

り

〔群
制
度
〕
が
敷
か
れ
て
十
五
年
、
五
十
七
年
か
ら
は
そ

れ
を
少
し
緩
和
し
た

〔
グ
ル
ー
プ
制
〕
に
変
更
し
て
十
年
、

計
二
十
五
年

の
四
半
世
紀
を
経
ま
し
た
。
尾
羽
打
ち
枯
ら
し

た
都
立
高
校

の
人
気
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

今
か
ら
十

一
年
前
、
市
二
会
代
表

の
末
正
明
君
に

「
多
く

の
私
立
校
が
学
習

塾
宛
に
毎
年

〔学
校
案
内
〕
を
郵
送
し
て
来
る
が
、
文
京
で
も
や

っ
た
ら
如
何

か
。

」
と
進
言
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
当
局

・
同
窓
会

で
採
択
さ
れ
、
最
初

の
二
、

三
年
は
モ
ノ
ク

ロ
で
、
そ
の
後
カ
ラ
ー
で

〔文
京
高
校
学
校
案
内
〕
を
第
四
学

区
の
文
京

・
豊
島

・
北

・
板
橋
区
内
二
百
の
塾
に
毎
年
九
月
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。
塾

の
盛
衰
も
激
し
く
、
前
年
は
届

い
た
も

の
が
六
パ
ー
セ
ン
ト
程
が
返
送

さ
れ
て
来
ま
す
。
今
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
が
第
四
学
区
と
同
じ
文
京

・

豊
島

。
北

・
板
橋
区
に
な
り
、
学
習
塾
を
数
え
て
み
る
と
十
年
前

の
三
倍

の
四

百
塾
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
以
前
は
小
学
校
五
年
生
か
ら
が
多
か

っ
た
塾
生
も

今
で
は
小
学

一
年
生
か
ら
来
る
子
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
都
立
高
の
人
気
衰
退
に
反
し
私
立
校

の
人
気
は
目
党
ま
し
く
、
中
で
も

女
子
校

の
人
気

の

一
つ
に
制
服
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
化
が
あ
り
ま
す
。
大
手
出
版

社
が
出
す

「
来
年
度
高
校
受
験
案
内
」
に
は
各
校
の
制
服
を
着
た
高
校
生
の
姿

が
グ
ラ
ビ
ア
頁
に
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
を
見
て
中
学
生
が
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
憧
れ

る
時
代
に
な

っ
て
い
ま
す
。
志
願
者
が
増
え
れ
ば
、
自
然
と
優
秀
な
生
徒
が
多

く
集
ま
る
と

い
う
具
合
で
す
。
既
に
過
半
数
の
私
立
女
子
校
で
は
、
こ
こ
五
、



六
年
で
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
化
を
完
了
し
、

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
都
立
高
校
で
も
実
際
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
板
橋
高
で
チ

ェ
ッ
ク
の

ス
カ
ー
ト
を
含
む
複
数
の
制
服
を
決
め
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
年

々
入
学

希
望
者
が
減
り
、
平
成
元
年
に
は
定
員
二
百
七
に
応
募
二
百
三
十
六
、
実
際
に

受
験
し
た
者
百
八
十
八
で
、
競
合
し
て
い
た
志
村
高
に
並
ば
れ
ま
し
た
が
、
制

服
着
用
の
次

の
年
は
、
学
区
最
高

の
競
争
率
を
記
録
し
、
四
百
五
十
二
の
応
募

に
な
り
、

レ
ベ
ル
も
回
復
し
ま
し
た
。
ま
た
九
段
高
も
学
区

の
枠
か
ら
離
れ
た

独
立
校
に
な
り
、
今
年
か
ら
新
し

い
制
服
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
か
ら
都
立
入
試
も
新
し
く
な
り
ま
す
。
十
年
位
前
中
央
区
で
中

学
が
統
廃
合
さ
れ
、
今
ま
た
千
代
田
区
で
小
学
校

の
統
廃
合
で
も
め
て
い
ま
す
。

都
心
に
あ
る
学
校
は
生
徒
の
激
減
で
数
年
先
は
日
比
谷
高
も
、
番
町
小
学
校
と

同
じ
運
命
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
同
じ
区
内
の
錦
華
小

学
校

の
最
後

の
開
校
記
念
日
に
は

「
秋
篠
宮
殿
下
と
紀
子
妃
殿
下
が
お
見
え
に

な

っ
た
。

」
と
塾
生
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
今
度

の
新
制
度
で
は
、
隣
接

の
学
区
か

ら
の
受
験
を
認
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
都
心
の
過
疎
化
に
よ
る
名

門
都
立
高

の
廃
校

の
歯
止
め
と
考
え
ま
す
。
こ
の
事
は
四
半
世
紀
前

の
状
況
に

一
歩
近
づ
い
た
と
思

い
ま
す
。
渡
辺
同
窓
会

々
長
の
紫
筍
で
の
談
話
に
よ
る
と

創
立

一
期
生
二
百
人
中
三
十
人
以
上
が
東
大

へ
進
学
し
た
と
、
ま
た
同
窓
会
誌

に
よ
る
と
群
制
度
以
前

の
昭
和
三
十
八
年

の
春
に
は
三
百
九
十
八
人
が
卒
業
し
、

東
大
五
、
京
大
四
、　
一
橋
三
、
東
工
大
二
、
筑
波
八
、
早
稲
田
五
十
二
、
慶
応

十
二
、
上
智
十

一
を
合
む
国
公
立
大
七
十
八
、
私
立
大
三
百
三
十
八
、
短
大
十

九

の
計
三
百
三
十
五
名
の
合
格
者
が
燦
然
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
制
度
発
足
、
新
校
合
完
成
、
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事
大
成
功
の
、
こ
の

機
会
に
学
校

。
Ｐ
Ｔ
Ａ

。
同
窓
会
が

一
九
と
な

っ
て
、
都
立
文
京
高
校
発
展
の

た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
林
学
習
塾
々
長
）

創
立
五
十
周
年
に
想
う

〓
覇
Ｃ
組
　
藤
ヶ
谷
　
敏
　
明

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
と
同
窓
会
に
よ
る
祝
賀
会
が
、
澄
み
わ
た
る
秋
空

の
も
と
、
清
々
し
く
整

っ
た
新
校
合
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

祝
賀
会
の
開
会
に
当
た
り
、
物
故
さ
れ
た
恩
師
な
ら
び
に
同
窓
生
の
た
め
に

黙
薦
を
捧
げ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
戦
中
戦
後
の
激
動
と
発
展
の
中
で
活
躍

さ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
惜
別
の
念
を
深
く
す
る
と
共
に
、
生
き
て
い

る
こ
と
の
幸
せ
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場

の
体
育
館
は
、
草
創
期
の
恩
師
を
は
じ
め
、
現
役

の

教
職
員
と
、
数
百
名

の
同
窓
生
の
明
る
い
談
笑
と
歓
声
に
満

ち
温
れ
、
同
窓
会
始
ま

っ
て
以
来

の
素
晴
ら
し

い
、
心
に
残

る
盛
り
上

っ
た
祝
賀
会
で
し
た
。

こ
の
喜
び
の
中
で
、
五
十
年
前
の
様
々
な
生
活
が
蘇

っ
て
来
ま
し
た
。
養
育

院
跡
の
古
い
校
合
、
当
時
珍
し
か
っ
た
完
全
給
食
、　
一
列
励
行
の
登
校
と
毎
日

上
半
身
裸
の
朝
礼
、
夏
の
妙
高
山
の
全
校
合
宿
、
敗
戦
ま
で
の
長
期
工
場
動
員

と
二
人
の
級
友
の
事
故
死
、
空
襲
に
よ
る
焼
土
化
と
敗
戦
、
瓦
礫
の
中
の
授
業

と
市
街
地
焼
け
跡
片
付
け
動
員
、
元
町
小
学
校
で
の
授
業
な
ど
が
次
々
と
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
敗
戦
で
得
た
平
和
と
自
由
、
明
日
に
生
き
る
希
望

が
持
て
る
生
活
の
到
来
に
感
動
し
た
こ
と
も
、
思
い
出
し
ま
し
た
。

さ
て
、
平
成
六
年
度
か
ら
の
単
独
選
抜
は
、
必
然
的
に
各
高
校
の
特
色
あ
る

個
性
化
を
要
求
し
て
き
ま
す
。
今
こ
そ
文
京
の
整

っ
た
環
境
と
最
新
の
施
設
設

備
を
生
か
し
、
五
十
年
の
風
雪
を
貫
い
た
校
訓

″
至
誠

一
貫
″
を
柱
に

″
魅
力

あ
る
文
京
の
教
育
″
を
創
造
す
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒

・
教
職
員

。
同
窓

生
が
共
に
、
今
以
上
に
誇
れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

（元
中
学
校
長
）



激
動
の
時
代
を
生
き
る

四
期
Ａ
組
　
秋
　
谷
　
栄
之
助

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
も

″
変
化
″
を
求
め
る
民
衆
の
声
が
、
若
き
四
十

代
の
大
統
領
を

一
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
選
出
し
た
。
時
代
は
変
化
を
求
め
て

激
動
し
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
所
詮
、
私
た
ち
の
人
生
も
ま
た
、
変
化
、
変

化
の
連
続
の
中
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

昭
和
１２
年
に
入
学
し
た
小
学
校
は
、
尋
常
小
学
校
だ

っ
た
。
そ
れ
が
卒
業
す

る
１８
年
に
は
、
国
民
学
校
に
変

っ
て
い
た
。

中
学

へ
の
入
学
は
、
東
京
市
立
三
中
、
戦
闘
帽
に
背
の
う

を
負

い
、
ゲ
ー
ト
ル
巻

い
て
、
大
塚
駅
か
ら

一
列
登
校
な
ど

夢
物
語
に
近

い
が
、
や
が
て
、
東
京
都
に
な
り
、
都
立
豊
島

中
学
校
と
な
る
。

軍
需
工
場

へ
の
動
員
、
授
業
は
な
し
。
戦
災
で
丸
焼
け
に
な

っ
た
大
塚
の
焼

け
跡
に
、
瓦
礫
の
後
片
付
け
や
ら
、
土
管
を
割

っ
て
便
器
を
造
り
、
プ

レ
ハ
ブ

校
舎
を
作

っ
た
ま
で
は
記
憶
に
あ
る
が
、
授
業

の
記
憶
は
余
り
な

い
。

や
が
て
、
文
京
区
本
郷
元
町
小
学
校

へ
移
動
。
こ
れ
も
炎
天
下
で
、
他
校
か

ら
机
や
椅
子
を
も
ら

っ
て
、
か

つ
い
で
歩

い
た
記
憶

の
方
が
鮮
烈
で
、
ど
う
も

勉
強
し
た
思

い
出
は
少
な

い
。

悔
し

い
思

い
出
を

一
つ
、
豊
島
中
学
か
ら
早
大
第
二
学
院

へ
い
っ
た
私
は
、

中
学
は
中
退
、
新
制
大
学

へ
二
年
で
移
行
、
当
時
母
校
の
文
京
高
校

の
図
書
館

に
勤
務
し
た
が
、
東
京
都
職
員

の
資
格
は
、
最
後
ま
で
小
学
校
卒
で
給
料
は
安

か

っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
学
歴
で
差
別
さ
れ
悔
し
い
思

い
を
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。

学
校
教
育
は
決
し
て
知
識
だ
け
で
な
く
、
人
間
性
、
智
恵
を
み
が
き
人
格
を

作
る
こ
と
で
あ
り
、
激
動

の
時
代
に
、
教
育

の
原
点
を
見
た
思

い
が
し
た
の
は
、

同
時
代
に
生
き
た
友
人
た
ち
の
共
有
財
産
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い
る
。

（創
価
学
会
会
長
）

文
京
高
校
創
立
５０
周
年
祝
賀
会
を
終
え
て

用

Ｂ
組

静

谷

晴

夫

平
成
４
年
１０
月
１７
日
午
後
５
時
、
第
２
会
場
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
の
納
会
が
、

″
萬
歳
／
″
で
開
会
し
た
時
、
あ
あ
こ
れ
で
や

っ
と
終

っ
た
と
い
う
安
堵
で
、
本

当
に
肩
の
荷
が
お
り
た
。

こ
の
大
盛
況
裡
に
終

っ
た
５０
周
年
式
典
の
裏
方

の

一
人
と

し
て
、　
一
筆
記
し
て
お
き
た

い
。

平
成
４
年
２
月
、
今
回
の
祝
賀
会

の
実
行
委
員
会
に
出
席

し
た
折
に
は
、
同
窓
会
員
の
申
込
は
ま
だ
百
名
余
に
過
ぎ
ず
、
同
窓
会
幹
部
の

対
応
も
非
常
に
冷
や
か
な
感
じ
で
あ

っ
た
。
当
時
の
槙
學
教
頭
か
ら
同
窓
会
に

対
し
奮
起
を
促
が
す
要
請
が
な
さ
れ
、
旧
制

一
期
生
の
末
正
明
氏
が
任
し
て
お

け
と
請
け
負
わ
れ
た
が
、
正
直
の
と
こ
ろ
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
全
く
不
安
で
あ

っ
た
。
が
直
ち
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
メ
ン
バ
ー
と
の
接
渉
を
開
始
、
動
き
始
め
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
、
３
月
末
で
後
藤
秀
雄
校
長
が
ご
退
陣
、
槙
教

頭
も
ご
転
出
と
い
う
最
悪
の
事
態
と
な
り
、
末
さ
ん
を
中
心
と
す
る
同
窓
会
側

に
も
焦
り
が
生
じ
て
き
た
。
６
月
の
同
窓
会
幹
事
会
で
、
全
く
動
け
な
い
渡
辺

同
窓
会
長
に
代
わ

っ
て
、
末
さ
ん
が
実
行
委
員
会
副
委
員
長
を
依
頼
さ
れ
、
同

窓
会
を
代
表
し
て
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
余
す
と
こ
ろ
僅
か

一
〇

〇
日
。
こ
の
時
点
で
の
参
加
申
込

一
五
〇
名
。
こ
の
日
か
ら
末
氏
を
中
心
と
す

る
同
窓
会
有
志
の
我
武
者
羅
な
猛
進
が
始
ま

っ
た
。
誌
面
の
都
合
で
記
載
出
来

な
い
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
の
ご
協
力
は
大
変
な
も
の
で
、
こ
こ
に
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

色
々
の
批
評
は
あ
ろ
う
が
、
学
校
始
ま

っ
て
以
来
の
祝
賀
会
の
盛
況
の
陰
に
、

末
さ
ん
を
中
心
と
し
た
同
窓
生
有
志
の
ご
尽
力
が
あ

っ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、

同
窓
会
が
こ
れ
を
機
に
更
に
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（内
科
　
静
谷
ク
リ

ニ
ッ
ク
）



青
春
の
舞
台

５
期
Ｂ
組
　
村
　
口
　
日自
　
之

去
る
十
月
十
七
日
の
式
典
と
同
期
会
に
、
先
生
方

（菅
野
、
中
谷
先
生
）
と

懐
か
し
い
旧
友
達
に
出
会
え
て
、
自
髪
ま
じ
り
、
シ
ワ
の
多
い
貫
禄
の
笑
顔
の

中
に
昔
の
美
少
女
、
美
少
年
を
見
出
し
、
お
互
い
楽
し
い
思
い
出
の

一
時
を
過

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
制
五
期
の
我
等
が
岸
本
氏
、
各
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
々

の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
職
業
柄
と
い
う
こ
と
で
、
母
校
の
新

校
合
の
印
象
が
大
変
に
良
か

っ
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
折
戸
通
り
？

か
ら
正
門
を
入
る
と
、
欅
の
大
木
が
鬱
蒼
と
茂

っ
て
、
駅
か
ら
細
か
い
ビ
ル
の

立
ち
並
ん
だ
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
た
街
を
通
過
し
て
来
た
目
に
は
、
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
敷

き
の
中
庭
を
と
り
囲
ん
で
コ
の
字
型
に
建
て
ら
れ
た
四
階
建
の
校
舎
が
、
落
ち

着
い
て
新
鮮
に
う
つ
り
ま
し
た
。
植
栽
の
緑
も
美
し
く
、
中
庭
の
広
場
等
も
学

校
と
い
う
よ
り
も
、
何
や
ら
公
園
の
趣
で
し
た
。
右
側
が
屋
上
に
プ
ー
ル
の
あ

る
屋
内
体
育
館
、
左
側
が
食
堂
棟
と
い
う
こ
と
で
、
校
合
も
正
面
に
あ
る
学
生

の
玄
関
吹
抜
ホ
ー
ル
も
ゆ
と
り
を
も

っ
て
つ
く
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
ベ
ー
ジ

ュ
色
の
外
壁
を
ひ
き
じ
め
て
い
る
屋
上
の
ゆ
る
く
カ
ー
プ
の
つ
い
た
緑
色
の
屋

根
が
、
堅
さ
を
消
し
て
い
ま
す
。

二
十
五
年
に
入
学
し
た
の
は
水
道
橋
の
焼
け
跡
に
建

っ
て
い
た
元
町
校
合
、

当
時
モ
デ
ル
校
合
の
大
塚
に
二
十
七
年
に
戻
り
ま
し
た
。
先
輩
の
方
々
は
焼
け

て
し
ま

っ
た
本
造
校
合
で
学
ば
れ
た
由
、
皆
が
役
者
だ

っ
た
学
園
生
活
の
青
春
、

お

り

ま

し

た

。

舞
台
は
変
わ

っ
て
も
、
何
か
が
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ

う
。
母
校

の
今
後

の
繁
栄
と
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
心
よ
り

祈
り
ま
す
。
次

の
同
期
会
は
還
暦

の
祝
い
を
兼
ね
て
と

い
う

話
に
、
も
少
し
早
く
し
な

い
と
…
…
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て

（日
本
工
業
大
学
教
授
　
村
口
計
画
設
計
事
務
所
）

「
昨
日
」
ズ
「
日
」
「
明
日
」

憩

組

時

田

公

代

「
カ
ー
ン
・
カ
ー
ン
・
カ
ー
ン
…
…
」
都
電
の
シ
グ
ナ
ル
と
野
球
部
の
泥
ま
み
れ

の
姿
が
交
錯
し
、
ふ
と
グ
ラ
ン
ド
に
目
を
や
る
と
、
そ
こ
に
は
国
技
館
の
数
千

倍
と
も
思
わ
れ
る
土
俵
が
…
、
思
わ
ず
目
を
み
は
っ
た
。
昭
和
６３
年
の
秋
よ
り

始
ま

っ
た
母
校
の
改
築
工
事
の
最
後
の
仕
上
げ
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
様
子
で
あ

る
。
小
生
が
文
京
高
校
で
、
再
建
自
治
会
の
会
長
を
務
め
て
か
ら
奇
し
く
も
２０

年
の
歳
月
が
経

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
さ
き
の
５０
周
年
記
念
誌
で
現
斎
藤
自
治
会

長
が
、
「
我
等

『文
京
高
校
自
治
会
』
を
最
後
の
砦
と
し
て
、
名
実
共
に
生
き
返

ら
せ
る
事
を
次
代
に
託
し
た
い

」
。
と
語

っ
て
い
る
姿
を
見
る
に
あ
た
り
、
心
に

熱
い
も
の
が
流
れ
る
の
を
感
じ
た
。

今
日
こ
の
日
を
省
み
れ
ば
、
最
上
の

一
日
で
あ
る
事
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
心
の
ペ
ー
ジ
か
ら
葬
り
去
り
た
い
程
の
悲
し
く
、　
つ
ら
い
一
日
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
今
日
」
と
い
う
日
は
、
「
昨
日
」
か
ら
み
れ

ば

「
明
日
」
で
あ
り
、
「
明
日
」
か
ら
み
れ
ば

「
昨
日
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
昨
日
」
の
成
功
は
、
「
今
日
」

へ
の
活
力
と
な
り
、
「
今
日
」
の
失
敗
は
、

「
明
日
」
へ
の
礎
と
な
り
、
か
つ
希
望

へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
過
去
の

歴
史
や
経
験
、
成
功
や
敗
北
、
喜
び
や
悲
し
み
等
々
を
、
人
は
必
ず
持

っ
て
い

る
と
同
時
に
、
未
来
へ
の
希
望
や
、
チ
ャ
ン
ス
や
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
も
持

つ
こ

と
を
許
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

我
々
の
先
輩
が
築
き
あ
げ
た

「
至
誠

一
貫
」

の
校
訓
の
も

と
、
自
由
で
、
自
主
性
に
盗
れ
、
心
豊
か
な

「
文
京
学
園
」

の
諸
兄
な
ら
び
に
同
窓

の
諸
君
に
お
か
れ
て
は
、
是
非
と
も
、

希
望
と
活
力
に
温
れ
た
日
々
を
過
ご
し
て
戴
き
た
い
と
祈
る
今
日
で
あ
る
。

３
６
５
日
は

「
今
日
」
か
ら
始
ま
る
の
だ
か
ら
…
…
。

（帥
ト
キ
タ
代
表
取
締
役
）



新
校
舎
を
前
に
想
う
こ
と

３７
期
Ｈ
組
　
佐
　
藤
　
一品
　
史

「
あ
な
た
は
散

々
母
校
に
迷
惑
を
か
け
た
の
だ
か
ら
、
同
窓
会
幹
事
に
で
も
な

っ
て
少
し
は
恩
が
え
し
し
な
さ

い
／
」
教
室
中
に
大
爆
笑
と
拍
手
が
起
こ
り
、

満
場

一
致
の
決
議
を
も

っ
て
私
は
同
窓
会
幹
事
に
任
命
さ
れ
…
…
卒
業
式
の
日

か
ら
は
や
八
年
、
月
日
の
経

つ
の
は
本
当
に
早

い
も
の
で
す
。
先
日
の
創
立
五

十
周
年
記
念
式
典
に
は
残
念
な
が
ら
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
す

が
、
非
常
に
多
く

の
ご
来
賓
並
び
に
同
窓
生
の
出
席
に
よ
り
盛
況
を
極
め
た
と

聞

い
て
お
り
ま
す
。　
一
同
窓
生
と
し
て
喜
ば
し
く
思
う
と
同
時
に
、
大
し
た
お

手
伝

い
も
で
き
な
か

っ
た
事
を
心
苦
し
く
思

い
ま
す
。
私
は
現
在
、
大
学
時
代

に
設
立
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
友
人
や
後
輩
達
に
囲
ま
れ
経
営
し
て
お

り
ま
す
。
文
京
時
代

の
友
人
や
後
輩
も
集
ま

っ
て
く
れ
て
お
り
、
頑
張

っ
て
も

ら

っ
て
い
ま
す
。
お
世
辞
に
も
順
風
満
帆
と
は
言

い
難

い
の
で
す
が
、
社
会

の

荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
航
海
中
で
す
。
文
京

の
友
人
、
先
輩
後
輩
に
助
け
て
も

ら
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
時
、
同
窓

の
有
り
難
み
を

心
か
ら
感
じ
ま
す
。
人
と
人
と
の
繋
が
り
は
時
と
し
て
人
生

に
警
え
よ
う
も
な

い
ほ
ど
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
も
の
。
今

は
助
け
て
も
ら

っ
て
ば
か
り
で
す
が
、

い
つ
か
私
も
お
役
に

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
思

い
、
微
力
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
文
京
高
校
同
窓
会

の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
く

つ
も
り
で
す
。
新
校
合
は

す

っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
本
立
に
は
ま
だ
当
時

の
想

い
出
が
漂

い
ま

す
。
校
門
前
に
て
、
一局
校
時
代

の
恩
師
高
瀬
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方

へ
。
「
ま
だ

母
校

へ
の
恩
返
し
は
終
わ
り
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
私
を

見
て
い
て
下
さ

い
。
そ
れ
か
ら
、
お
体
に
は
気
を

つ
け
て
。

」

（帥
コ
ラ
ー
ジ
ュ
代
表
取
締
役
）

大
好
き
な
文
京
高
校

３８
期
Ｅ
組
　
江
　
島
　
裕
美
子

都
立
文
京
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
わ

た
く
し
の
文
章
ご
と
き
が
記
念
号
に
載
る
な
ん
て
恐
れ
多
く
て
…
…
。
た
だ
た

だ
我
母
校

″
文
京
高
校
″
が
大
好
き
な
の
で
そ
の
想

い
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

私
が
文
京
高
校
を
卒
業
し
て
早
七
年

の
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
文
京
で
過

ご
し
た
三
年
間
は
私
が
二
十
五
年
間
生
き
て
き
た
中
で

一
番
楽
し
く
輝

い
て
い

た

（
…
と
思
わ
れ
る
）
三
年
間
で
し
た
。
そ
の
時
は
辛

い
こ
と
も
、
悲
し

い
こ

と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
今
と
な

っ
て
は
全
て
が
楽
し
く
想

い
出
さ
れ
ま
す
。

毎
回
異
常
な
程
盛
り
上

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
雪
の
残
る
体
育
館

の
裏
を
走

っ
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ビ

ニ
ー
ル
ひ
も
を
裂

い
て
作

っ
た
ボ
ン
ボ
ン
を
持

っ
て

屋
上
や
渡
り
廊
下
で
集
団
演
技

の
練
習
を
し
た
体
育
祭
、
吹
奏
楽
部
と
ク
ラ
ス

の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て
校
内
中
を
バ
タ
バ
タ
走
り
回
り
忙
し
さ
を
楽
し
ん
で

い
た
文
化
祭
、
遠
足
、
修
学
旅
行
、
吹
奏
楽
部

の
演
奏
会
…
と
に
か
く
想

い
出

い
っ
ぱ

い
の
三
年
間
で
し
た
。

私
達
が

″
青
春
″
を
過
ご
し
た
校
合
も
今
で
は
見
違
え
る
程
ピ
カ
ピ
カ
に
な

り
、
先
日
記
念
式
典
で
学
校
を
訪
れ
た
折
に
は
ス
リ

ッ
パ
を
履

い
て
校
合
の
中

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
土
足
で
走
り
回

っ
て
い
た
私
と
し
て
は
少

々
寂
し

く
感
じ
ま
し
た
が
、
真
新
し

い
校
合
で

″
青
春
″
を
過
ご
せ

る
今
の
生
徒
た
ち
を
う
ら
や
ま
し
く
も
思

い
ま
し
た
。
校
舎

は
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
卒
業
生
を
見
送

っ
て
く
れ

た
椎
の
本
が
今
も
変
わ
ら
ず
茂

っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

の
文
京

の
発
展
も
椎

の
本

が
見
守

っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し

ょ
う
…
。



在
校
生
挨
拶

全
日
制
生
徒
代
表
　
３Ｂ
　
齋
　
藤
　
　
武

本
日
は
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
ご
来
賓

の
皆
様

の
ご
臨
席
を
頂

き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
達
在
校
生
と
致
し
ま
し

て
も
、
こ
の
五
十
周
年
と

い
う
節
目
の
式
典
に
参
列
出
来
ま
す
こ
と
は
、
大
変

な
誉
で
あ
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
校
は
旧
制
中
学
校
と
し
て
創
立
以
来
、
こ
の
五
十
年

の
間
に

は
大
平
洋
戦
争
や
終
戦
後

の
学
制
の
改
革
、
何
回
か
に
及
ぶ
入
試
制
度

の
変
革

な
ど
の
幾
多
の
内
外

の
う

つ
り
変
わ
り
が
あ

っ
た
と
諸
先
輩
方
よ
り
う
か
が

っ

て
お
り
ま
す
。
歳
月
の
流
れ
と
、
こ
の
よ
う
に
本
校
が
激
動

の
時
代
を
歩
ん
で

来
ま
し
た
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
感
慨
無
量

の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。　
一
方
、

こ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
こ
れ
ま
で

一
万
七
千
人
も
の
事
業
生
が
生
ま
れ
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
巣
立

っ
て
行
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
最
も
新
し
い
世
代

の

一
員
と
し
て
、
私
達
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と

こ
れ
か
ら
の
未
来
に
対
し
、
今
こ
こ
に
緊
張
の

思
い
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
文
京
高
校
は
ど
の
よ
う

に
歩
ん
で
行
く
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
学
校

内

の
さ
さ
や
か
な
こ
と
か
ら
地
球
規
模

の
事
件

に
至
る
ま
で
、
今
後
と
も
世
の
中
は
時

々
刻

々

と
変
動
し
て
行
く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

今
ま
で
の
伝
統
と
恵
ま
れ
た
設
備
を
十
分
に
生

か
し
、
後
輩
と
共
に
こ
れ
か
ら
の
文
京
高
校
を

更
に
す
ば
ら
し
い
も

の
に
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
以
上
を
も
ち
ま
し
て
甚
だ
簡
単
な
が
ら
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

平
成
四
年
十
月
十
七
日

お
視

い
の
言
葉

定
時
制
生
徒
代
表
　
４Ｂ
　
鵜
　
澤
　
和
　
香

本
日
は
、
都
立
文
京
高
校
創
立
五
十
周
年
、
並
び
に
校
合
改
築
記
念
式
典
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

定
時
制
生
徒
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
平
成
元
年
に
、
こ
の
文
京
高
校
定
時
制
に
入
学
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
、
新
校
合
が
建
築
中

だ

っ
た
の
で
、　
一
年
間
、
旧
校
合
で
過
ご
し
ま

し
た
。

随
分
、
古

い
建
物
だ

っ
た
の
で
、
夕
方
、
学
校

へ

登
校
す
る
時
は
、
も
う
、
辺
り
は
薄
暗
く
な

っ

て
き
て
お
り
、
よ
く
お
化
け
屋
敷

の
よ
う
に
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
教
室
が
、
こ
の
体
育
館
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
三
年
経

っ
た
今
、

こ
ん
な
に
変

っ
て
し
ま
う
も
の
な
ん
だ
、
と
思
い
な
が
ら
、
あ
の
頃
の
こ
と
を
、

懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

正
門
を
入

っ
て
、
す
ぐ
右
側
に
い
ち
ょ
う
の
本
が
あ
り
ま
す
。
秋
に
な
る
と
、

た
く
さ
ん
の
ぎ
ん
な
ん
の
実
で
、
本
が
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
定
時
制
で
は
、

給
食
が
あ
る
の
で
、
そ
の
ぎ
ん
な
ん
の
入
っ
た
茶
碗
蒸
し
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を



食

べ
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

こ
の
い
ち
ょ
う
の
本
を
、
私
達
は
、
文
京

の
本
と
呼
び
、
た
い
へ
ん
愛
着
を

持

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
校
合
が
落
成
し
、
初
め
て
見
た
時
は
、
ど
こ
か
の
私
立
高
校

の
よ

う
な
感
じ
が
し
、
な
ん
と
な
く
違
和
感
が
あ

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
新
校
合
に
も
、
今
で
は
、
す

っ
か
り
慣
れ
自
分
の
家

の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。

今
、
思
う
と
、
校
舎
や
体
育
館
が
、　
一
つ
ず

つ
落
成
す
る
に
つ
れ
て
、
私
達

も
順
々
に
進
級
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
し
て
、
来
年
の
春
に
は
、
も
う
、
卒
業
で
す
。

四
年
間
、
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
、

つ
ら
か

っ
た
こ
と
な
ど
、
様

々
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
何
度
か
、
学
校
を
や
め
て
し
ま

い
た

い
と
思

っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
時
、
こ
の
文
京
高
校
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
緑
を
眺
め

て
い
る
と
、
自
分
の
気
持
ち
が
落
ち

つ
い
て
き
て
、
「
よ
し
、
最
後
ま
で
が
ん
ば

ろ
う
。

」
と

い
う
気
持
ち
に
な

っ
て
、
今
日
ま
で
通

い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
れ
た
の
も
、
先
生
方
や

多
く
の
友
達

の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
卒
業
し
て
も
、
文
京
高

校
で
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
を
、

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
、
未
来
に
向
か

っ
て
大

き
く
は
ば
た

い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
文
京
高
校
が
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
伝
統
や
校
風
を
よ
り
発
展
さ

せ
て
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し

い
良
き
学
合
に
な
る
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

本
日
は
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
四
年
十
月
十
七
日

寄
贈
品
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（寄
贈
者
）

１
、
絵
画

「岳
」

日
本
画
Ｆ
２０
号
　
鶴
田
　
熙
　
一
Ｃ

「ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」洋
画
１０
号
　

若
林
　
成
佳
２
Ａ

２
、
書
籍

〔著
書
〕

「新

・
技
術
経
営
論
」
　

山
之
内
昭
夫

一
Ｄ

「
日
本
人
の
深
層
心
理
」

木
村
　
　
駿
三
Ｃ

「
日
本
人
の
対
人
恐
怖
」

木
村
　
　
駿
三
Ｃ

「人
前
で
本
番
で
あ
が
ら
な
い
心
理
学
」

木
村
　
　
駿
三
Ｃ

「な
ぜ
自
分
が
好
き
に
な
れ
な
い
の
か
」

木
村
　
　
駿
三
Ｃ

「
ス
ト
レ
ス
を
自
在
に
”
掛
す
る
本
」

木
村
　
　
駿
三
Ｃ

「
こ
と
ば
の
お
へ
そ
」
　

末
　
　
利
光
３
Ｂ

「間
の
美
学
」
　
　

　
　

末
　
　
利
光
３
Ｂ

「ク
リ
ー
ン
選
挙
」
　

　

末
　
　
利
光
３
Ｂ

「説
得
必
勝
術
」
　

　

　

中
村
　
日日
男
５
Ｅ

「朝
礼
話
の
タ
ネ
」
　

　

中
村
　
昌
男
５
Ｅ

「ひ
と
り
旅
の
飛
膵
」写
真
集
　

田
草
川
太
悟
７
Ｃ

「飛
界
の
絵
本
」
写
真
集

田
草
川
太
悟
７
Ｃ

「ふ
る
さ
と
の
光
影
」写
真
集
　
田
草
川
太
悟
７
Ｃ

〔追
悼
集
等
〕

初
代
校
長

「川
島
源
司
伝
」川

島
　
初
子
夫
人

一解
教
蓼
番
程
±３
葉
手
里
」
末
　
　
正
明

一
Ｂ

第
３
代
校
長

「奥
田
行
信
先
生
追
悼
集
」

西
岡
　
　
弘

一
Ｃ

三
期
学
年
主
任
川
島
計
治
「計
さ
ん
」

末
　
　
正
明

一
Ｂ

３
、
資
料

。
在
校
時
代
の
所
持
品

昭
和
２５
年
体
育
祭
、
文
化
祭
等
の
資
料

神
永
　
明
弥
５
Ｆ

教
科
書
な
ど
　
　
　
　
　
江
角
新

一
郎

一
Ｂ

生
徒
手
帳

・
バ
ッ
チ

。
バ
ッ
ク
ル
な
ど

花
形
　
弘
道
二
Ａ

通
学
カ
バ
ン

（背
嚢
）
　

藤
ケ
谷
敏
明
三
Ｃ

４
、
書
庫

両
開
き
書
庫
　
　
１

（写
真
）
　

　

同
窓
会

記
念
式
典
　
式
次
第

開
式
の
辞

校
歌
斉
唱

校
長
式
辞

東
京
都
教
育
委
員
会
挨
拶

記
念
行
事

本
校
体
育
館

来
賓
祝
辞

来
賓
紹
介

生
徒
代
表
の
こ
と
ば

閉
式
の
辞

吹
奏
楽
演
奏

「ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
５０
年
史
」

記
念
講
演

「感
動
の
種
を
ま
き
つ
づ
け
よ
う
」

祝
賀
会
次
第

（第

一
）
　

本
校
剣
道
場

開
会
の
こ
と
ば
　
　
　
　
　
乾
杯

（歓
談
）

実
行
委
員
長
挨
拶
　
　
　
　
万
歳
三
唱

来
賓
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　
校
長
謝
辞

感
謝
状
贈
呈
　
　
　
　
　
　
閉
会
の
こ
と
ば

祝
賀
会
次
第

（第
二
）
　

本
校
体
育
館

開
会
の
こ
と
ば
　
　
　
　
　
（歓
談
）

同
窓
会
長
挨
拶
　
　
　
　
　
湯
島
天
神
太
鼓

来
賓
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　
（歓
談
）

祝
電

。
寄
贈
品
紹
介
　
　
　
お
た
の
し
み
抽
選

ス
ラ
イ
ド
映
写
　
　
　
　
　
閉
会
の
こ
と
ば

乾
杯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
歳
三
唱

司
会
　
榎
本
、
望
月

同窓会寄贈書庫
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直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研
究
大
好
き
学
長

第
１７
弾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
学
長
　
一品
杉
邊
さ
ん
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

『
学

問

は

高

級

な

ホ

ビ

ー

だ

』
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

昭
型

平

彗

百

爾

製

覇

Ａ
彗

卒
業
。

府
立
高
等
学
校

（現

・
都
立
大
学
）
理
科
乙
類
、
東
京
大
学
理
学
部

へ
進
み
、
東
京
大
学
に
助
手
と
し
て
勤
め
る
。

そ
の
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

へ
研
究
留
学
の
後
、
東
京
大
学
講
師
、
岡
山
大
学
助
教
授

・
教
授
を
経
て
、
横

浜
市
立
大
学
教
授

へ
。
学
部
長
の
後
、
現
在
は
横
浜
市
立
大
学
学
長
。

Ｑ
　
一二
中
生
時
代

の
思

い
出
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ
　
年
に
八
回
は
試
験
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
先
生
が
そ
れ
程
し
ご
か
な

く
て
も
自
分
で
勉
強
す
る
と

い
う
生
徒
が
多
か

っ
た
で
す
ね
。
私
も
ね
、
先
生

に
言
わ
れ
る
よ
り
、
自
分
か
ら
勉
強
し
た
方
が
お
も
し
ろ
か

っ
た
か
ら
、
宿
題

だ
け
で
お
わ
り
と

い
う
の
で
は
な
く
て
、
自
分
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
数
学

な
ん
か
二
年

の
と
き
は
三
年

の
問
題
、
三
年

の
と
き
は
四
年

の
問
題
を
や

っ
て

い
ま
し
た
ね
。
解
く
の
に
も

の
す
ご
く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か

や
れ
ば
で
き
る
も

の
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
授
業
で
の
先
生

の
話

が
実
に
よ
く
わ
か
る
ん
で
す
よ
。
試
験
な
ん
か
、
も

っ
と
や

っ
て
く
れ
と

い
う

よ
う
な
気
分
で
楽
し
か

っ
た
で
す
。
そ
れ
で
も
私
は
ム
ラ
が
あ
り
ま
し
て
ね
。

歴
史
や
地
理
、
漢
文
は
苦
手
で
し
た
ね
。
漢
文

の
宿
題
だ
け
で

一
日
つ
ぶ
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
よ
。
も
う
め
ん
ど
く
さ

く
て
、
お
ふ
く
ろ
に
や

っ
て
も
ら

っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
と
に
か
く
昔

は
あ
ま
り
楽
し
み
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

ね
。
勉
強
が
楽
し
み
の

一
つ
に
な

っ
て

い
ま
し
た
ね
。
映
画
は

い
け
な

い
、
喫

茶
店
も

い
け
な

い
、
ま
し
て
デ
ー
ト
な

ん
か
し
た
ら
退
学
で
す
よ
。
勉
強
は
高
級
な
ホ
ビ
ー
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。

Ｑ
　
私
た
ち
に
は
耳
の
痛

い
お
話
で
す
。

Ａ
　
と
に
か
く
、
出
来
る
子
は
、
せ

っ
か
く
も

っ
て
生
ま
れ
た
能
力
で
す
か
ら

ひ
と
足
お
先
に
勉
強
し
て
、
伸
ば
し
て
あ
げ
る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
。

そ
れ
も
、
先
生
が
、
先
や
れ
、
と
言
う

の
で
は
な
く
、
本
人
が
そ
の
気
に
な
る

と

い
う

の
が
大
事
。
ど
う
や
れ
ば
、
そ
の
気
に
さ
せ
ら
れ
る
か
が
難
し

い
ん
で

す
け
れ
ど
ね
。
研
究
室
で
は
、
今
自
分
の
や

っ
て
い
る
研
究
が
、

い
か
に
お
も

し
ろ

い
か
、
そ
し
て
ど
う

い
う
ふ
う
に
発
展
し
た
ら

い
い
か
と

い
う
よ
う
な
ガ

イ
ダ

ン
ス

（補
導
）
を

「
あ
あ
や
れ
」
Ｆ
」
う
や
れ
」
と
意
識
し
て
言
う

の
で
は

な
く
与
え
て
き
ま
し
た
。
何
人
か
博
士
を
と
ら
し
て
、
教
授
に
な

っ
た
の
も

い

ま
す
が
、
み
ん
な
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
を
や

っ
て
き
た

つ
も
り
な

ん
で
す
よ
。
そ
の
気
に
さ
せ
て
し
ま
う
と
強

い
ん
で
す
よ
、
生
徒

っ
て
い
う

の

は
。
自
分
の
好
き
な
勉
強
で
い
い
ん
で
す
よ
。
先

へ
先

へ
や

っ
て
い
き
た
い
と

い
う
意
欲
を
か
き
た
て
て
、
文
京
生
、
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
な
。
な
に
も
進
学

ば
か
り
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
、
み
ん
な
が
驚
く
ほ
ど

の
ボ

ロ
儲
け
を
す
る
と
か
、
悪

い
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
ね
。
人
の
考
え
も
し
な
か

っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
た
り
、
そ
う

い
う
よ
う
な
人
が
出
て
く
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。



Ｑ
　
思

い
出
に
残
る
先
生
は
、
ど
ん
な
方
が
い
ら

っ
し
や
い
ま
す
か
。

Ａ
　
一二
中
は
ね
、
ビ
ン
タ
中
学
。
な
に
か
と

い
う
と
ビ
ン
タ
。
数
学
の
先
生
で

恐

い
先
生
が
い
ま
し
て
、
先
生
に
指
名
さ
れ
る
と
も
う
上
が

っ
ち

ゃ
っ
て
、
解

け
な

い
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
バ
ー

ン
と
た
た
か
れ
て
益

々
で
き
な

い
。

先
生
に
さ
さ
れ
な

い
よ
う
に
神
様
に
祈

っ
て
い
る
と
き
に
限

っ
て
あ
た
る
ん
で

す
よ
。
そ
ん
な
中
で
、
担
任
の
渡
辺
実
先
生
は
、
よ
ほ
ど
で
な

い
か
ぎ
リ
ビ
ン

タ
は
し
な
か

っ
た
で
す
。
そ
の
頃

の
三
中
は
、　
一
年
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
ク
ラ

ス
替
え
な
し
で
担
任
の
先
生
も
最
後
ま
で

一
緒

で
し
た
か
ら
、
先
生
と
生
徒
の

結
び

つ
き
が
非
常
に
強
か

っ
た
で
す
ね
。
で
す
か
ら
卒
業
し
て
十
年
た
と
う
が

十
五
年
た
と
う
が
ク
ラ
ス
会
は
、
未
だ
に
続

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
当
時

は
教
練

の
先
生
と

い
っ
て
、
学
校
に
配
属
将
校
が
来
て
い
ま
し
て
ね
、
こ
の
先

生
も
実
に
い
い
先
生
で
し
た
。
で
も
戦
犯
に
問
わ
れ
て
死
刑
に
な

っ
て
し
ま

っ

た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
忘
れ
ら
れ
な

い
で
す
ね
。
た
ぶ
ん
部
下
の
責
任
を
取

っ

た
ん
で
し
ょ
う
。
だ

っ
て
、
あ

の
先
生
は
、
生
徒
を
な
ぐ
ら
な
か

っ
た
で
す
よ
。

あ
と
、
結
核
で
亡
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
が
、
河
野
先
生
と

い
う
国
語
の

先
生
が
い
ま
し
た
。
こ
の
先
生

の
授
業
で
の
教
科
書

の
解
説
は
、
目
に
見
え
る

よ
う
で
し
た
ね
。
ほ
と
ん
ど
の
先
生
の
こ
と
は
よ
く
憶
え
て
い
ま
す
よ
。
で
も

何
と

い
っ
て
も
担
任
の
渡
辺
先
生
は
四
年
間

一
緒
で
し
た
か
ら
ね
。
し
か
も
、

戦
争
中
で
す
か
ら
勤
労
動
員
で
寝
食
共
に
し
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
戦
争

ま

っ
た
だ
中
を
過
ご
し
た
四
年
間
で
す
か
ら
、
そ
の
間
の
出
来
事
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
も

の
す
ご
く
印
象
深

い
で
す
。

Ｑ
　
大
学
で
助
手
を
な
さ

っ
て
い
た
時
、
ア
メ
リ
カ

ヘ
留
学
さ
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
が
。

Ａ
　
助
手
に
な

っ
て
か
ら
、
ド
イ

ツ
ヘ
留
学
し
よ
う
と
思

い
、
準
備
し
て
い
た

ん
で
す
が
、
突
然
教
授
に
呼
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ

ヘ
行
け
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

「
当
分
ド
イ

ツ
は
経
済
が
復
興
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
今
は
ア
メ
リ
カ
だ
」

と
。
そ
れ
に
、
給
料
が
今
の
十
倍
に
な
る

っ
て
い
う
ん
で
す
よ
。

五
歳
の
娘
と

ｗ
ｉ
ｆ

ｅ
と
家
族
二
人
で
横
浜
か
ら
船
に
乗

っ
て
、
十
日
か
か

っ
て
未
知

の
世
界

へ
上
陸
し
ま
し
た
。
あ
の
頃

の
ア
メ
リ
カ
は
、
最
も
繁
栄
し
、

経
済
的
、
文
化
的
に
世
界
で
抜
き
ん
出
た
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
非

常
に
寛
大
で
親
切
で
、
敗
戦
国
の
若

い
人
を
何
と
か
助
け
よ
う
と

い
う
気
持
ち

が
強
く
、
非
常
に
い
い
時
代
で
し
た
。
今
は
鍵
を
玄
関
に
二
つ
も
三

つ
も
か
け

て
も
心
配
と
い
う
時
代
で
し
ょ
。
我

々
が
行

っ
た
時
は
、
ア
パ
ー
ト
に
鍵
は
い

り
ま
せ
ん
、
ど
ろ
ぼ
う
は
い
ま
せ
ん
か
ら
と

い
う
具
合
で
し
た
。
日
本
で
博
士

論
文
を
と

っ
た
研
究
が
ネ
ズ
ミ
を
使

っ
た
基
礎
医
学
的
な
研
究
で
し
た
の
で
、

ア
メ
リ
カ

ヘ
行

っ
た
時
も
ネ
ズ
ミ
を
使

っ
て
、
ホ
ル
モ
ン
と
乳
ガ
ン
の
研
究
を



し
ま
し
た
。
研
究
は
、
や
り
た

い
だ
け
や

っ
て
も
、
研
究
費
は
あ
ま
る
く
ら

い

で
す
し
、
雑
用
が
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
東
大
に
い
た
時
は
、
ネ
ズ
ミ
の
世
話
を

し
て
、
学
生
の
実
習
を
見
て
、
研
究
は
そ
の
後
で
す
よ
。
土
曜
も
日
曜
も
夏
休

み
も
な
く
、
元
旦
も
東
大

へ
行

っ
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
月
月
火
水
木

金
金
で
実
に
十
年
以
上
や

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
い
く
と
、
ア
メ
リ
カ
は
、

ネ
ズ
ミ
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
す
し
、
研
究
室

へ
入

っ
た
ら
す
ぐ
実

験
が
で
き
ま
し
た
。
存
分
に
研
究
が
で
き
、
七

つ
の
論
文
を
書
き
、
ア
メ
リ
カ

の
雑
誌
に
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
学
長
と

い
う
立
場
か
ら
、
今

の
高
等
教
育
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

Ａ
　
学
長
に
な

っ
て
み
て
思

っ
た
の
は
、
欧
米

の
大
学
に
比
べ
る
と
日
本
は
、

極
め
て
能
率
が
悪
く
、
こ
の
急
激
に
変
化
す
る
世
界
に
対
応
す
る
高
等
教
育

の

体
制
で
は
な

い
と

い
う
こ
と
で
す
。
日
本
が
、
高
等
教
育
に
か
け
る
お
金
は
、

他
の
先
進
国
に
比
べ
る
と
少
な

い
で
す
。
そ
れ
に
、
今
や
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
基

礎
研
究

の
結
果
が
も
ら
え
な
く
な

っ
ち

ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。
日
本
に
は
基
礎
が

な

い
で
す
か
ら
、
借
り
物
が
多
く
、
そ
れ
を
周
知
の
事
実
と
し
て
応
用
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
う
借
り
る
物
が
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
し
、
日
本

に
あ
ま
り
貸
さ
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
研
究
室
で
は
、
日
本
人

の
研
究

者
が
来
る
と
薬

の
ラ
ベ
ル
な
ん
か
は
、
ひ

っ
く
り
返
し
て
見
せ
な

い
よ
う
に
し

た
り
、
な
る
べ
く
日
本
か
ら
よ
り
他
の
国
か
ら

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
先
端
科
学
技
術
で
諸
外
国
に
負
け
な

い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
基
礎
研
究
は
大
事
で
す
。
基
礎
研
究
を
企
業
に
任
せ
る
と
利
潤

が
か
ら
み
ま
す
か
ら
、
五
十
年
た

っ
て
も
百
年
た

っ
て
も
役
に
立

つ
研
究
な
ん

か
し
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
も

の
は
大
学
で
し
か
や
ら
な

い
ん
で
す
。
自
分
で
発

見
し
て
、
応
用
し
て
い
く
、
そ
し
て
、
基
礎
的
な
発
見
と

い
う

の
は
、
人
類
の

財
産
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
も
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
、
全
部
公
開
し
て
い
く

の

が
大
学
な
ん
で
す
よ
。

学
長
に
な
る
前
に
、
と
に
か
く
大
学
院
を
と
、
総
合
理
学
研
究
科
を

つ
く
り

ま
し
た
。
理
科
系
は
特
に
四
年
間
で
終
わ
る
の
は
中
途
半
端
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
。
特
に
、
語
学
に
関
し
て
、
今
は
英
語
な
ど
し
ゃ
べ
れ
る
人
は
い
ま
す
が
、

書
け
る
人
は
少
な

い
で
す
。
昔
は
、
予
科
三
年
と
専
門
課
程
三
年
の
六
年
間
の

大
学
教
育
で
し
て
、
予
科
で
は
、
語
学
は
毎
日
し
ご
か
れ
ま
し
た
ね
。
ま
あ
、

あ
と
来
年

一
年

の
任
期
で
す
け
れ
ど

一
生
懸
命
や

っ
て
、
今
度
は
、
図
書
館
を

こ
わ
し
ま
し
て
、
図
書
機
能
を
合
め
た
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
と

い
う
も

の
を

作
り
ま
す
。
ま
た
、
看
護
婦
さ
ん
を
養
成
す
る
学
校

の
先
生
を
作
る
た
め
に
、

四
年
制

の
看
護
学
部
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
院
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
長
な
ん
か
や
り
た
く
な

い
ん
で
す
よ
。
研
究

の
方
が
ず

っ
と
お

も
し
ろ
い
。
時

々
、
助
教
授

の
先
生
の
と
こ
ろ

へ
行

っ
て
、
新
し

い
い
ろ

い
ろ

な
話
を
聞

い
て
は
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
だ
け
じ
や

ど
う
も
ね
。
学
者
と
し
て
は
情
け
な

い
話
で
す
よ
。
日
だ
け
な
ん
て
ね
。
や
は

り
手
が
動
か
な

い
と
ね
。
早
く
学
長
や
め
て
、
ど

っ
か
の
研
究
所

へ
行

っ
て
、

研
究
や
り
た

い
ん
で
す
よ
。

今
回
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
は
、　
一
時
間
半
に
わ

た
り
、
横
浜
市
立
大
学

の
学
長
室
で
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
大
変
お
忙
し

い
中
を
ご
協
力

い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
先
生
の

お
話
か
ら
、
自
分
か
ら

一
生
懸
命
取
り
組
め
ば

楽
し
さ
な
ん
て
自
然
に
く

っ
つ
い
て
く
る
の
だ
、

そ
ん
な
気
が
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

・
佐
野
智
美

（４３
期
Ｆ
）
　

写
真

・
渡
部
　
曜

（２３
期
Ｈ
）



末
　
　
正
　
明

一
期
Ｂ
組

昭
和
十
五
年
四
月
、
市
立
三
中
草
創
の
た
め
、
当
時

の

一
中
か
ら
川
島
源
司

校
長

（
一
中
で
は
教
頭
職
）
以
下
、
奥
園
佐
吉

・
奥
田
行
信

・
河
野
孝
光

・
川

島
計
治

の
五
先
生
が
揃

っ
て
転
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
市
立

一
中
は
公
立
校

で
あ
り
な
が
ら
、
府
立
中
学
校
と

一
線
を
画
し
た
、
市
立
中
学
校
独
自

の
全
人

教
育

（知
育
に
偏
し
な

い
人
間
性
重
視
の
教
育
）
を
、
教
育
施
設
の
完
備
し
た

校
舎
や
、
郊
外
施
設
で
実
践
し
、
高

い
評
価
を
得
て
お
り
ま
し
た
。
余
談
で
す

が
、
私
は
兄
が
当
時

の
市
立

一
中
に
在
学
中
で
あ

っ
た
関
係
で
、
五
先
生
に
は

兄
弟
で
ご
薫
陶
を
戴
く
光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
ま
た
私
は
時

々
兄
に
伴
わ
れ
て

九
段
上
の

一
中
を
訪
ね
、
屋
内
プ
ー
ル
で
水
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
市

立

一
中

の
父
兄
参
観
日
に
は
、
父
に
連
れ
ら
れ
て

一
中

の
郊
外
施
設
で
あ
る
千

葉
県
興
津

の
至
大
荘
や
、
多
摩
川
畔

の
尽
性
園
を
見
学
し
、
ま
た
夏
休
み
の
宿

題
な
ど
を
通
じ

一
中

の
全
人
教
育

の

一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
て
、

こ
の
様
に
施
設
完
備

の
市
立

一
中
か
ら
転
任
な
さ
れ
た
五
先
生
は
、
今
も
ご
健

在

の
佐

々
木
益
男
先
生
は
じ
め
草
創
期

の
先
生
方
と
ご

一
緒
に
、
養
育
院

の
老

朽
校
合
で
、
全
く
の

「
ゼ

ロ
」
か
ら
、
学
内
施
設
や
校
風
作
り
を

ス
タ
ー
ト
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
五
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
草
創

期

の
先
生
方
は
、
「
今
に
こ
の
学
校
を
日
本

一
の
学
校
に
し
て
見
せ
る
。

」
の
意

気
込
み
で
、
小
学
校
六
年
の
課
程
を
終
え
た
ば
か
り
の
私
達
新
入
生
を
、
厳
し

く
薫
陶
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
年
前
を
今
振
り
返
り
、
当
時
二
十
代

。
四
十
代

の

先
生
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科

の
授
業
や
生
活
指
導

の
面
で
卓
越
し
た
知
識
と

率
先
垂
範
の
教
育
実
践
を
、
私
達

一
人

一
人
に
施
し
て
下
さ

っ
た
事
に
、
今
も

っ
て
驚
き
と
感
謝
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。　
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
教
科
の
面

で
は
河
野
孝
光
先
生

（国
語
）
の
持
論
と
し
て

「教
科
書
の
こ
と
だ
け
を
教
え

て
い
る
の
で
は
、　
一
円
三
十
銭

（当
時
の
教
科
書
の
値
段
）
の
価
値
し
か
な
い

教
師
だ
。

」
と
お

っ
し
ゃ
り
、
私
達
に
は
つ
れ
づ
れ
に

〈
豆
腐
の
作
り
方
・渡
り

鳥
の
話
。
日
本
刀
の
製
造
と
鑑
賞
法
等
々
〉
、
博
学
な
先
生
の
熱
意
温
れ
る
ご
授

業
振
り
公
一期
生
本
橋

一
浩
君
の
川
島
源
司
伝
ご
寄
稿
文
よ
り
）
。
ま
た
放
課
後

の
作
業
実
習
時
に
は
、
担
任
の
川
島
計
治
先
生
の
ご
指
導
に
よ
る
樹
木
移
植
作

業
の
段
取
り
で
、
穴
掘
り
、
根
切
り

，
こ
も
の
巻
き
方
な
ど
、
作
業
す
べ
て
に

わ
た
り
自
信
満
々
の
実
技
指
導
。
ま
た
雑
草
駆
除
に
竹
ベ
ラ
使
用
の
方
法
の
ご

説
明
と
指
導
な
ど
、
都
会
育
ち
の
私
達
生
徒
に
と

っ
て
す
べ
て
が
初
体
験
の
こ

と
ば
か
り
で
ｔ
た
。
ま
た
当
時
は
軍
事
体
制
下
で
、
課
外
の
部
活
動
は
名
目
上

〈
報
国
団
活
動
〉
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
初
は
未
だ
軍
事
色
の
部

活
で
は
な
く
、
市
立

一
中
の
初
代
校
長
成
田
千
里
先
生
ゆ
ず
り
の

一
流
好
み
か

ら
か
、
私
達
三
中
で
も
立
派
な
講
師
の
方
々
を
お
頼
み
し
て
の
素
晴
ら
し
い
部

活
動
教
育
が
展
開
さ
れ
、
例
え
ば
お
習
字
は
、
当
時
で
も
高
名
な
鈴
木
翠
軒
先

生
、
謡
曲
は
観
世
流
の
四
天
王
の

一
人
浅
見
重
信
先
生
、
詩
吟
は
大
和
流
宗
家

の
福
井
銀
城
先
生
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
も
高
砂
部
屋
の
佐
渡
嶽
親
方
が
当

時
序
の
日
三
段
目
の
千
寿
錦
を
従
え
て
見
え
た
り
、
柔
道
で
は
当
時
の
学
生
選

手
権
の
覇
者
日
大
の
角
田
主
将
が
直
接
ご
指
導
下
さ
る
等
、
絵
画
・
陸
上
競
技
・

剣
道

・
銃
剣
術

・
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
の
各
部
も
そ
れ
ぞ
れ
に

一
流
の
指
導
者

を
揃
え
て
大
変
な
盛
況
で
し
た
。
生
徒
の
中
に
は
正
規
の
授
業
よ
り
も
こ
の
部

活
動
に
興
味
を
持
ち
、
目
を
輝
か
し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す

（奥

田
行
信
先
生
追
悼
集
の
私
の
寄
稿
文
よ
り
）
。
し
か
し
市
立
三
中
の
優
雅
な
部
活

動
も
二
年
間
程
で
廃
止
さ
れ
、
次
第
に
厳
し
さ
を
増
し
た
戦
局
と
社
会
情
勢
下



に
、
ネ
ク
タ
イ
背
広

の
制
服
も
カ
ー
キ
ー
色

の
戦
時
服
に
衣
替
え
を
強
制
さ
れ
、

全
人
教
育
も
次
第
に
軍
事
教
練
や
銃
剣
術
な
ど
軍
事
色
の
濃

い
も

の
に
変
身
し
、

三
年
生
の
頃
か
ら
灰
色

の
学
園
生
活
と
勤
労
奉
仕
、
四
年
生
か
ら
学
徒
動
員
令

で
軍
需
工
場
に
工
員
と
し
て
徴
用
さ
れ
、
勤
労
動
員

の
辛

い
生
活
を
強
制
さ
れ

て
し
ま

っ
た
こ
と
の
痛
恨
の
思
い
が
今
で
も
残

っ
て
お
り
ま
す
。
草
創
時
、
私

達
市
立
三
中

の
師
弟
が

一
体
で
築
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
校
風
も
特
色
も
、

最
後
ま
で
続
け
ら
れ
た
学
校
給
食
も
食
糧
事
情
で
廃
止
と
な
り
、
校
訓
の
至
誠

一
貫
が
今
残
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
財
産
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
当
時
を

思
う
と
、
市
立

一
中
か
ら
来
ら
れ
た
五
先
生
は
、
市
立
三
中
で
私
達
生
徒
に
自

ら
の
理
想
と
す
る
全
人
教
育
を
主
体
と
し
た
校
風
づ
く
り
に
、
情
念
を
傾
け
ら

れ

つ
つ
も
、
時
運
日
増
し
に
悪
し
く
悉
く
実
現
を
見
ず
、
奥
田
行
信
先
生
を
除

き
無
念

の
思

い
を
残
し

つ
つ
も
志

な
か
ば
で
転
任

。
ご
退
職

。
ご
逝

去
な
さ
れ
て
母
校
を
去
ら
れ
ま
し

た
。
奥
田
行
信
先
生
は
最
後
ま
で

踏
み
と
ど
ま
ら
れ
、
巣
鳴
校
合
全

焼
後

の
本
郷
元
町
小
学
校

の
仮
校

舎
時
代
も
、
第
二
代
校
長
と
し
て

孤
軍
奮
闘
努
力
さ
れ
、
自
ら
を
至

誠

一
貫
の
権
化
と
し
て
苦
難
の
道

を
切
り
開
き
、
学
校
発
祥
の
地
豊

島
区
西
巣
鳴
に
全
校
合
を
回
帰
さ

れ
る
な
ど
今
日
の
文
京
高
校
発
展

の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
今
日
豊

島
区
に
あ
り
な
が
ら
、
文
京

の
校

名
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
奥
田
行
信
先
生
の
起
死
回
生
の
ご
尽
力
ぶ
り
が

如
実
に
語
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
文
京
五
十
周
年
記
念
誌
に
奥
田
先

生
の
ご
功
績
を
特
筆
大
書
し
て
顕
彰
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

戦
後

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
に
よ
る
我
が
国

の
教
育
制
度
六

。
三

・
三

・
四

制
の
弊
害
は
、
単
に
高
校

の
三
年
間
を
中
学
と
大
学
を
結
ぶ

一
通
過
地
点
と
し

て
位
置
付
け
て
し
ま

っ
て
お
り
、
日
本

の
教
育
に
多
く
の
問
題
を
起
こ
し

つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
高
校
教
育
に
最
も
失
わ
れ
て
い
る
も

の
に
人
間
教
育

が
あ
り
ま
す
。
私
は
嘗
て
私
達
が
市
立
三
中
草
創
期
に
施
さ
れ
た
全
人
教
育
即

ち
、
知
識

の
み
に
偏
し
な

い
、
自
然
に
親
し
み
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
文
化
を
享
受

吸
収
で
き
る
教
育

の
場
、
即
ち
国
の
将
来
を
担
う
常
識
豊
か
な
若
き
都
民
育
成

の
場
と
し
て
の
都
立
高
校
教
育
が
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
創
立
五
十
二

年
を
経
て
母
校
文
京
高
校
が
理
想
的
な
校
合
と
キ

ャ
ン
パ
ス
を
持

つ
ハ
イ

ス
ク

ー
ル
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と
は
、
私
達
か
ら
見
て
隔
世
の
感
が
あ
り
、
心
か
ら

祝
福

の
辞
を
述
べ
る
と
共
に
、
文
京
草
創
期
の
諸
先
生
が
夢
と
し
た
舞
台
作
り

が
完
成
し
た
現
在
、
教
育
内
容

の
面
で
今
後

の
文
京
高
校
が
、
嘗
て
の
五
先
生

を
軸
と
し
草
創
期
の
先
生
方
の
目
指
し
た
全
人
教
育

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。
近

い
将
来
文
部
省
で
は
、
土
曜
日
を
休
日
と
す
る
教
育
方

針
を
実
施
す
る
予
定
と
の
事
で
す
。
さ
て
私
達
創
立
初
期
生
は
現
在
そ
れ
ぞ
れ

還
暦
を
過
ぎ
、
後
進
に
道
を
譲
り
余
生
を
楽
し
ん
で
い
る
方
も
数
多
く
な

っ
て

ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
Ｏ
Ｂ
の
諸
氏
が
、
母
校
文
京
で
後
進
の
た
め
に
土
曜

日
の

一
日
を
自
ら
の
特
技
で
指
導
と
助
力
を
傾
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
同

窓
会
が
早
急
に
検
討
し
て
築
き
、
こ
の
事

の
実
現
に
よ
り
創
立
初
期
の
諸
先
生

の
方

々
に
対
す
る
報
恩
の
校
風
作
り
に
し
た
い
、
と
願
う
昨
今

の
私
の
心
情

で

す
。

（市
立

一
中
初
代
校
長
成
田
千
里
氏
伝
も
参
照
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
）

（帥
末
商
会
専
務
取
締
役
・
市
二
会
会
長
）



歴代校長先生のプロフィール

皆
か
ら
神
様
と
言
わ
れ
る
程
、

私
心
の
な
い
方
。
役
所
が
図
書
室

で
会
合
を
と
申
込
ま
れ
て
も
生
徒

が
使
う
か
ら
と
お
断
り
す
る
。

会
議
で
は
、
必
ず
自
分
の
考
え

を
臆
せ
ず
述
べ
ら
れ
和
気
議
議
。

奥

田

一
丁

信

校

長

先

生

〓
一代

明
治
３０
年
広
島
県
高
田
郡
向
原
町
出
生
。

大
正
９
年
早
大
電
気
工
学
卒
、
日
本
無
線

大
正
１４
年
東
北
帝
国
大
学
数
学
科
事
業
。

第

一
東
京
市
立
中
学
教
諭
。

昭
和
１５
年
第
二
東
京
市
立
中
学
教
諭
。

″

・８
年
７
月
、
都
立
豊
島
中
学
教
論
。

〃

２２
年
４
月
１９
日
、
都
立
豊
島
中
校
長

〈２３
年
新
制
文
京
高
校
長
。
）

〃

３３
年
、
都
立
文
京
高
校
長
退
職
。

昭
和
５６
年
１２
月
１３
Ｈ
　
逝
去
。

品
行
端
正
、
学
力
優
等
と
師
範

在
学
中
か
ら
誰
に
も
認
め
ら
れ
る
。

本
校
退
職
後
、
愛
宕
中
学
校
長

兼
、
全
国
中
学
校
長
会
会
長
と
し

て
活
躍
。
生
徒
の
作

っ
た
食
事
を

温
い
眼
差
し
で
食
す
る
優
し
さ
。

野

口

彰

校

長

先

生
　
　
一一代

明
治
２７
年
新
潟
県
南
魚
沼
郡
伊
米
崎
出
生

大
正
３
年
新
潟
師
範
事
業
。
大
巻

・
浦
佐

小
教
論
。
大
正
５
年
新
潟
師
範
、

１４
年
福

島
師
範
教
論
。
昭
和
６
年
福
島
視
学
官
。

昭
和
７
年
東
京
市
立
視
学
教
育
局
勤
務
。

〃

９
年
東
京
市
錦
華
小
同
商
工
専
校
長

〃

‐４
年
東
京
市
視
学
官
。

〃

・６
年
教
育
局
教
育
研
究
所
所
長
。

″

‐７
年
初
等
教
育
課
長
。

昭
和
２０
年
豊
島
中
学
校
長
。

２２
年
退
職
。

島

毎
週

一
時
間
、
校
訓
至
誠

一
貫

を
熱
心
に
説
か
れ
る
。
裸
体
操
に

も
率
先
垂
範
、
先
頭
で
走
ら
れ
た
。

物
不
足
時
、
建
設
の
木
材
・実
験

の
ガ
ラ
ス
器
機
等
自
ら
求
め
巡
り
、

誠
は
天
に
通
す
の
心
意
気
を
示
す
。

源

司

校

長

先

生

初
代

明
治
２４
年
高
知
県
吾
川
郡
春
野
村
出
生
。

大
正
６
年
物
理
学
校
聴
講
生
修
了
。

大
正
９
年
中
学
校
教
員
物
理
検
定
合
格
。

芝
中
、
済
々
覺
、
成
美
高
女
で
教
鞭
。

大
正
１３
年
第

一
東
京
市
立
中
学

（現
九
段

高
校
）
教
諭
、
各
種
出
版
欲
た
か
ま
る

昭
和
１５
年
　
第
二
東
京
市
立
中
学
校
長
。

″

２０
年
６
月
退
職
。
高
知
大
講
師
。

″

２７
年
　
一品
知

（城
東
）
学
園
経
営
。

昭
和
５７
年
２
月
２５
日
　
逝
去
。

９‐
歳
。

ま
こ
と
に
温
厚
そ
の
も
の
、
穏

や
か
な
人
柄
で
、
話
し
込
ん
で
い

る
う
ち
に
こ
ち
ら
の
い
き
り
立
っ

た
気
持
も
ゆ
っ
た
り
落
ち
着
い
て

く
る
話
芸
は
ど
こ
か
ら
か
。
そ
の

実
顔
は
天
下

一
品
。

荻
島
郁
太
郎
校
長
先
生

　

九
代

大
正
５
年
東
京
都
中
央
区
新
富
町
出
生
。

昭
和
１３
年
東
京
高
等
師
範
理
科
二
部
卒
。

″
　
″
年
福
岡
師
範
教
諭
。

１４
年
応
召
。

″

‐９
年
仙
台
陸
軍
幼
年
学
校
教
官
。

″

２０
年
陸
軍
教
授
免
職
。

２‐
年
復
員
。

″

２‐
年
東
京
都
立
第
二
中
学

（現

・
立

川
高
校
）
教
論
。

″

４３
年
都
立
秋
川
高
校
教
頭
。

″

４６
年
都
立
明
正
高
校
長
。

昭
和
４９
年
都
立
文
京
高
校
長
。

５２
年
退
職

斗
酒
な
お
辞
せ
ず
、
こ
よ
な
く

お
酒
が
好
き
で
、
教
育
長
が
突
然

訪
れ
た
時
、
や
あ
や
あ
と
勧
め
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
。
よ
き
時
代
で
し
た
。

水
泳
大
会
で
生
徒
と
競
泳
し
た
唯

一
の
校
長
。
成
果
は
言
わ
ぬ
が
花
。

田

弘

正

校

長

先

生

八
代

大
正
３
年
山
形
県
鶴
岡
市
大
東
町
出
生
。

昭
和
１６
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
西
洋
史

学
科
卒
業
。

″
　
″
年
岩
手
県
立
盛
岡
中
学
校
教
論
。

″

２２
年
東
京
都
立
第
九
中
学
校

（現

・

北
園
高
校
）
教
論
。

″

３７
年
東
京
都
立
神
代
高
校
教
頭
。

″

４６
年
東
京
都
立
文
京
高
校
長
。

昭
和
４９
年

″
退
職
。

和
歌
を
嗜
ま
れ
、
ま
た
大
校
長

と
人
々
か
ら
尊
敬
を
受
け
ら
れ
る
。

学
園
紛
争
で
は
格
段
の
苦
労
を
さ

れ
る
。
退
職
後
は
飛
鳥
で
遺
跡
の

発
掘
に
携
わ
れ
、
訪
れ
た
生
徒
と

も
ど
も
暖
か
く
ご
案
内
を
項
く
。

阿
立
ロ

乾

校

長

先

生

七
代

明
治
４３
年
新
潟
県
柏
崎
市
大
学
比
角
出
生

昭
和
１０
年
東
京
帝
国
大
学
西
洋
史
学
科
卒

〃
　
〃
年
新
潟
県
立
柏
崎
中
学
校
教
諭
。

〃

‐７
年
東
京
府
立
第
１０
中

（西
）
教
諭

〃

２７
年
東
京
都
立
北
高
校
教
論
。

″

３０
年
同
校
　
校
務
主
任
。

″

３２
年
教
育
委
員
会
人
事
部
職
員
課
。

〃

３７
年
都
立
深
川
高
校
長
。

〃

４３
年
都
立
文
京
高
校
長
。

昭
和
４６
年

〃
退
職
。

山 川 喜 久 男 先 生

略 歴

大正 八年 青森市大町に生まれる

昭和十五年 東京外国語学校英語部文科卒

昭和十七年 第二東京市立中学校教論

昭和二十年 青森県立青森中学校教論

昭和三二年 東海科学専門学校助教授

昭和二九年 一橋大学教授

昭和五七年 一橋大学名誉教授

福岡大学大学院教授

平成元年～ 福岡大学大学院非常勤講師

叙 勲

平成四年十一月 勲二等旭日中綬章

ご研究ご著書等

著書『句と節』『主題と陳述』研究社他

共編『新英和大辞典』研究社

『現代英語学辞典』成美堂他

論文 英語の史的統語法に関 し多数

粂

太
薔
Ｆ

校

長

先

生

　

十
四
代

昭
和
１０
年
＋
込
区
市
谷
富
久
町
出
生
。

″

３３
年
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
卒
業

〃
　
″
年
陸
上
自
衛
隊
体
育
学
校
教
官
。

″

３９
年
東
京
都
立
小
山
台
高
校
教
論
。

″

５５
年
二
鷹
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事

〃

５９
年
都
立
教
育
研
究
所
指
導
主
事
。

″

６‐
年
指
導
部
指
導
企
画
課
指
導
主
事

″

６３
年
指
導
部
主
任
指
導
主
事
。

平
成
元
年
都
立
武
蔵
丘
高
校
長
。

″

４
年
都
立
文
京
高
校
長
。

二
枚
日
で
も
あ
り
、
周
年
行
事

も
経
験
し
て
お
ら
れ
、
大
変
歯
切

れ
の
良
い
、
行
動
力
の
あ
る
校
長

さ
ん
で
す
。
木
目
細
か
く
配
慮
は

な
さ
る
が
、
直
ぐ
や
る
課
的
対
応

が
取
れ
な
い
時
代
が
残
念
で
す
。

体
つ
き
か
ら
す
れ
ば
、
ど
こ
と
な

く
訥
々
と
し
た
語
り
日
に
誠
実
さ

が
に
し
み
出
て
く
る
。
旧
と
新
、

二
つ
の
校
長
室
の
居
心
地
は
果
た

し
て
ど
ち
ら
の
方
が
よ
か
っ
た
か
。

後

藤

秀

雄

校

長

先

生

十
三
代

昭
和
６
年
朝
鮮

・
釜
山
市
出
生
。

〃

２９
年
東
京
教
育
大
理
学
部
地
理
卒
。

″
　
〃
年
県
立
土
浦
第

一
高
校
教
諭
。

〃

３７
年
都
立
江
北
高
校
教
諭
。

″

４４
年
都
立
忍
岡
高
校
教
論
。

″

５４
年
都
立
足
立
新
田
高
校
教
論
。

″

５９
年
都
立
小
岩
高
校
教
頭
。

″

６２
年
都
立
上
野
高
校
教
頭
。

平
成
元
年
都
立
文
京
高
校
長
。

平
成
４
年

″
退
職
。

「創立五十周年記念誌」歴代校長のプロフィールより



放
送
設
備
の
完
成
を
見
、
学
校

全
体
が
明
る
く
生
き
生
き
と
し
て

く
る
。
緑
多
か
れ
と
２５
周
年
記
念

植
樹
。

２３
年
の
空
白
を
埋
め
る
校

歌
制
定
。
紫
晴
し
い
業
績
。
退
職

後
長
期
の
ア
マ
ゾ
ン
で
の
魚
釣
り
。

真

校

長

六
代

明
治
４０
年
宮
崎
県
西
諸
郡
飯
野
町
出
生
。

昭
和
６
年
第

一
臨
時
教
員
養
成
所
事
業
。

″
　
″
朝
鮮
総
督
府
平
壌
師
範
学
校
教
論

″

‐２
年
東
京
文
理
科
大
学
同
史
学
事
業

″
　
″
年
山
形
県
師
範
学
校
教
諭
。

″

‐５
年
東
京
府
立
第
二
中
学

（両
国
）。

″

３‐
年
都
立
両
国
高
校
長
代
理
。

″

３３
年
都
立
葛
飾
高
校
長
。

″

３８
年
都
立
文
京
高
校
長
。

昭
和
４３
年

″
退
職
。

丸

豪
放
嘉
落
、
武
勇
伝
に
富
み
そ

う
な
先
生
で
あ

っ
た
。
映
画
美
女

と
野
獣
に
事
寄
せ
て
奥
様
の
美
し

さ
を
皆
か
ら
祝
福
さ
れ
て
い
た
。

一
年
二
ヶ
月
胃
癌
の
た
め
亡
く
な

ら
れ
、
短
い
お
付
合
い
と
な

っ
た
。

先

生
　
　
五
代

明
治
４０
年
茨
城
県
筑
波
郡
谷
田
部
出
生
。

昭
和
７
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
科

事
業
。
８
年
大
学
院
事
業
。

昭
和
８
年
佐
倉
中
学
教
論
。

″

‐４
年
大
多
喜
中
学
教
論
。

〃

‐７
年
東
京
都
立
豊
多
を
中
学
教
諭
。

″

２８
年
東
京
都
立
豊
多
摩
高
校
長
。

″

３０
年
東
京
都
立
足
立
高
校
長
。

″

３７
年
東
京
都
立
文
京
高
校
長
。

昭
和
３８
年
６
月
１６
日
　
逝
去
。

田

大
変
穏
や
か
な
端
正
な
方
で
あ

っ
た
。
増
改
築
で
の
南
門
案
に
反

対
し
て
運
動
場
の
二
分
を
避
け
、

校
間
を
Ｖ
字
型
に
引
き
さ
げ
て
解

決
、
石
垣
の
上
に
植
込
み
な
ど
、

風
格

・
開
放
感
は
先
生
の
お
陰
。

崎

脩

校

先

四
代

明
治
３５
年
島
根
県
美
野
郡
益
田
町
出
生
。

大
正
ｎ
年
同
師
範
卒
浜
田
町
原
町
小
訓
導

〃

‐２
年
島
根
県
久
子
師
範
学
校
訓
導
。

昭
和
４
年
東
京
高
等
師
範
文

一
卒
。
島
根

県
師
範
学
校
教
諭
。
同
視
学
官
。
徳
島

県
女
子
師
範
教
論
。
兼
同
小
学
校
主
事

〃
‐５
年
東
京
府
視
学
員
。

２０
年
都
視
学
官

″

２３
年
都
立
紅
葉
川
高
校
長
。

〃

２９
年
都
立
江
戸
川
高
校
長
。

昭
和
３０
～
３７
年
　
都
立
文
京
高
校
長
。

合
理
的
に
も
の
ご
と
を
捉
え
ね

ば
気
が
済
ま
な
い
の
は
そ
の
専
門

と
す
る
科
目
の
故
か
。
話
の
節
々

に
回
路
の
明
晰
さ
が
聞
き
と
れ
る
。

文
京
の
校
歌
を
う
た
わ
せ
れ
ば
こ

れ
ま
た
絶
品
。

校

生

十
二
代

昭
和
３
年
福
島
県
福
島
市
栄
町
出
生
。

〃

２２
年
安
積
中
卒
。
岩
根
小
助
教
諭
。

〃

２７
年
東
京
高
師
理
科
二
部
物
理
卒
。

〃
　
〃
年
福
島
高
等
学
校
教
論
。

″

２８
年
都
立
深
川
高
校
教
論
。

〃

３４
年
都
立
大
崎
高
校
教
論
。

〃

４０
年
都
立
小
松
川
高
校
教
論
。

″

５２
年
都
立
江
北
高
校
教
頭
。

〃

５７
年
都
立
足
立
高
校
長
。

″

６０
年
文
京
高
校
長
。
平
成
元
年
退
饉

野

Ｉ
言
で
い
え
ば
、
″率
直
″と
い

う
に
尽
き
る
。
酒
席
で
な
く
て
も

ず
ば
り
辛
日
で
切
り
込
ま
れ
る
が
、

後
く
さ
れ
は
残
ら
な
い
。
校
長
に

な
っ
て
碁
が
思
う
よ
う
に
打
て
な

く
な
っ
た
の
が
唯

一
の
誤
算
。

瀬

敦

校

生

大
正
１３
年
山
形
県
米
沢
市
出
生
。

昭
和
２２
年
９
月
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
中

国
文
学
科
卒
。

〃

２３
年
私
立
聖
学
院
高
等
学
校
講
師
。

″

２５
年
都
立
広
尾
高
校
教
論
。

″

３４
年
都
立
北
高
校
教
論
。

″

４７
年
都
立
豊
島
高
校
教
頭
。

〃

５４
年
都
立
足
立
高
校
長
。

″

５７
年
都
立
文
京
高
校
長
。

昭
和
６０
年

″
退
職
。

こ
ま
や
か
な
と
こ
ろ
に
口
を
出

す
こ
と
な
く
部
下
に

一
切
を
ま
か

せ
る
。
寡
黙
に
し
て
や
る
気
を
起

こ
さ
せ
る
風
格
は
天
性
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
茫
洋
と
し
た
風
貌
と
は

裏
腹
に
決
断
が
光
る
。

章

校

長

先

生
　
　
　
十
代

大
正
１０
年
東
京
都
台
東
区
に
て
出
生
。

昭
和
１８
年
東
京
高
等
師
範
理
科
二
部
卒
。

″
　
〃
年
海
軍
予
備
学
生
。

〃

２０
年
海
軍
中
尉
に
て
召
集
解
除
。

〃
　
〃
年
都
立
城
南
中
学
校
教
論
。

〃

４２
年
都
立
小
山
台
高
校
教
諭
。

〃

４４
年
都
立
町
田
高
校
教
頭
。

〃

４９
年
都
立
神
津
高
校
長
。

〃

５２
年
都
立
文
京
高
校
長
。

昭
和
５７
年

″
退
職
。
昭
６２

・
８

・
２３
逝
キ

箋
里

四
　

学

理

語

事

事

国

英

　

数

物

英

主

主

学

語

事

理

語

数

英

主

物

英

平成 4年 教職員異動

後藤秀雄校長先生

福本 良一 先生

磯山 静一 先生

横 學 教頭先生

椿  光弘 先生

小林 省三 先生

藤田 昭彦 先生

小島 房枝 先生

清水あい子 先生

粂 太郎校長先生

奥野 勉教頭先生

黒沢 正信 先生

白石 正浩 先生

二瓶 敬子 先生

山崎 達一郎先生

木内 美智子先生

中央図書館ヘ

大森高校へ

神津高校校長へ

青山高校ヘ

大泉北高校へ

青山高校へ

竹早高校へ

新宿高校へ

武蔵丘高校より

石神井高校より

板橋高校より

大泉北高校より

小石川工業高校より

豊島高校より

芝商業高校より

退職

式
典
の
と
き
参
加
者
よ
り
二
先
生
が
叙
勲

さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た

お
二
方
の
略
歴
を
作
成
し
掲
載
し
ま
す

息
菅 野 二 郎 先 生

略 歴

大正 七年 福島県東和町大田に生まれる

昭和十六年 法政大学高等師範部歴史地理科卒

昭和二十年 東京都立豊島中学校教論

昭和三九年 東京都足立区立―中学校校長

昭和四二年 東京都豊島区立中学校長

昭和四五年 荒り|1区教育委員会教育長

昭和五六年 法政大学講師等

文部省教科書編集委員始め

全国都市教育長協議会理事等歴任

叙 勲

平成四年二月 勲五等双光旭日章授与

ご研究ご著書等

日本史を通 して歴史教育の研究に従事

研究論文 教科書 標準日本の歴史 他

日本の歴史 他著作多数 招聘講演多数
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２２
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記
念
講
演
　
『感
動
の
種
を
ま
き
つ
づ
け
よ
う
』

３
期
Ｂ
組
　
　
末
　
　
　
利
　
　
光

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

き
ょ
う
こ
こ
に
母
校
の
創
立
５０
周
年
と
い
う
お
め
で
た

い
場
所
に
列
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

講
演
で
き
ま
す
こ
と
は
私
の

一
生
の
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
場
合
、
在
校
生
の
み
な
さ
ん
は
き

っ
と
有
名
な
人
が
現
わ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
心
ひ
そ
か
に
期
待
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
私
、
末
利
光
は
ち

っ
と
も
有
名
で
な
い
ば
か
り
か
、
高
校
時
代
の
成
績

も
大
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
京
区
本
郷
元
町
の
仮
住
い
の
校
合
は
、
こ
れ
が
高
校
か
と
思
わ
れ
る
位
の

薄
汚
い
も
の
で
し
た
。
戦
争
で
母
校
を
焼
か
れ
て
焼
け
残

っ
た
小
学
校
で
の
勉

強
だ

っ
た
の
で
す
。
文
京
高
校
時
代
の
思
い
出
は
、
私
が
美
術
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
学
園
祭
で

一
番
大
き
な
絵
を
出
展
し
た
こ
と
で
す
。　
一
〇
〇
号
近
い
大
作

で
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
を
使

っ
て
仕
上
げ
た
風
景
画
で
し
た
。

実
は
そ
れ
に
先
だ

っ
て
私
は
島
崎
藤
村
の
小
説

『破
戒
』
を
読
ん
で
急
に
小

説
の
舞
台
を
訪
ね
た
く
な
り
、
同
級
生
二
人
と
信
濃
め
ぐ
り
に
出
掛
け
ま
し
た
。

小
諸
の

「
懐
古
園
」
に
着
い
た
時
は
も
う
夕
陽
が
山
々
の
項
を
赤
く
染
め
て
い

ま
し
た
。
い
ま
と
違

っ
て
食
べ
物
も
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
、
近
く
の
小
さ
な

店
で
冷
た
い
菓
子
パ
ン
の
様
な
も
の
を
食
べ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

「
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
　
壼云
白
く
遊
子
悲
じ
む
」
の
碑
の
前
に
立
つ
と
、

つ
く
づ
く
と
平
和
の
あ
り
が
た
み
が
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
呑
気
な
旅
が

で
き
る
時
代
が
来
よ
う
と
は
思

っ
て
も
み
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
の
「
懐

古
園
」
か
ら
千
曲
川
を
は
さ
ん
だ
前
山
の
風
景
を
模
写
し
て
引
き
の
ば
し
た
の

が
、
先
程
の
文
化
祭
に
出
展
し
た
私
の
作
品
だ

っ
た
と
い
う
訳
で
す
。

こ
の
絵
は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
会
う
人
毎
に
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
疎
開

先
か
ら
帰

っ
た
ば
か
り
で
普
通
課
目
の
成
績
が
お
そ
ろ
し
く
悪

い
私
は
、
こ
の

絵
で
初
め
て
自
信
を
持
て
た
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
美
術
学
校
に
行
こ
う
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
学
校
に
通

い
な
が
ら
阿
佐

ヶ
谷
の
画
家

の
ア
ト
リ

エ
ヘ

通

い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
見
た
も
の
は
、
あ

の
頃

の
画
家

の
貧
し
す
ぎ
る

生
活
で
し
た
。
私
た
ち
が
デ

ッ
サ
ン
を
し
て
い
る
隣
の
部
屋
で
奥
さ
ん
を
モ
デ

ル
に
先
生
が
裸
婦
を
描

い
て
い
る
の
で
す
。
モ
デ
ル
を
雇
う
お
金
が
な

い
の
で

す
。
し
か
も
食
パ
ン
の
中
味
は
デ

ッ
サ
ン
の
消
し
ゴ
ム
に
使

っ
て
し
ま

い
、
外

側

の
硬

い
処
を
お
二
人
で
分
け
合

っ
て
た
べ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
そ
れ
を
見

て
絵

の
道
に
進
む
の
が
い
や
に
な

っ
た
の
で
す
。

そ
う
そ
う
。
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
も
う

一
つ
あ
り
ま
す
。
文
京
高
校

の
同
級

生
と
二
人
で
小
諸

の

「
懐
古
園
」
に
行
き
藤
村

の
碑
の
前
に
立

っ
た
時
、　
一
人

の
坊
さ
ん
が
向
う
む
き
に
座
禅
を
組
ん
で
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
近
付
く
と
坊

さ
ん
は
く
る
り
と
振
り
返

っ
て

「
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
訪
ね
ま
し
た
。
私

た
ち
が
東
京

の
高
校
生
で
藤
村
に
憧
れ
て
や

っ
て
き
た
こ
と
を
告
げ
ま
す
と
、

坊
さ
ん
は
大

い
に
喜
ん
で
、
「
い
ま
は
秋
で
草
が
な

い
か
ら
」
と

い
っ
て
、
用
意

し
た
コ
ッ
プ
の
中
か
ら

一
枚
の
葉
を
取
り
出
し
て
下
唇
に
当
て
「
小
諸
な
る
…
…
」

と
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
千
曲
川
の
川
音
が
草
笛
に
和
し
、
冷
た

い
風
が

あ
た
り
の
紅
葉
を
散
ら
し
、
そ
れ
は
涙
の
出
る
ほ
ど
の
感
動
で
し
た
。
そ
し
て

お
坊
さ
ん
は
、
お
金
を
と
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
か
ら
や

っ
て
来

た
の
か
知
ら
な

い
こ
の
お
坊
さ
ん
は
、
こ
こ
に
住
み
つ
い
て
し
ま

っ
た
と

い
う

こ
と
で
し
た
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
貧
し
く
て
も
絵
を
描
き
、
乞
食

の
よ
う
な

生
活
を
し
て
も
文
学
の
感
動
に
ひ
た
ろ
う
と
す
る
。
長
い
な
が
い
戦
争

の
後
に

は
、

い
ま
ま
で
味
わ
え
な
か

っ
た
芸
術
や
文
化
の
感
動
に
む
‘
ぼ
り
付
こ
う
と

す
る
人
た
ち
の
姿
が
、
あ
の
頃
は
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
ま
し
た
。



そ
う

い
え
ば
私
の
友
人
の
牧
師
が
こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。
日
本

で
は
昭
和
２
年
生
ま
れ
の
牧
師
が

一
番
多

い
ん
だ
と

い
う
の
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
彼
ら
は
敗
戦

の
時
は
１８
才
。
あ
る
者
は
特
攻
隊
と
し
て
死
ん
で
い
っ
た

筈
で
す
。
そ
れ
が
８
月
１５
日
を
境
に
今
度
は
侵
略
戦
争
に
加
担
し
た
人
間
だ
と

い
う
こ
と
に
な
り
急
に
世
の
中
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
の
で
す
。
多
感
な
１８
才

の
精
神
が
神
に
救

い
を
求
め
た
結
果
だ
と
、
そ
の
牧
師
は
い
う

の
で
す
。
こ
の

世
代
は
丁
度
、
本
校

の

一
期
生
の
み
な
さ
ん
の
世
代
で
す
。

特
攻
隊
と

い
う
と
、
な
ぜ
か
私
は
古

い
ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
中
で
、
お
人
形
を

背
負

い
、
軍
刀
の
つ
か
に
は
紅
自

の
水
ひ
き
を
結
ん
で
い
っ
た
姿
を
思

い
出
し

ま
す
。
実
に
子
ど
も
ら
し

い
仕
種
で
す
。
特
攻
隊
の
生
き
残
り
の
方

の
話
で
は
、

お
人
形
は
な
ぜ
か
女
の
子
の
人
形
だ
そ
う
で
、
こ
れ
は
お
母
さ
ん
や
姉
や
妹
た

ち
の
つ
も
り
な
ん
だ
と

い
う

の
で
す
。
お
国
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

母
や
姉
や
妹
た
ち
を
守
る
ん
だ
と
い
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
と

い
い
ま
す
。
特
攻

隊
の
年
令
は
。１６

・
・７

・
・８

・
・９

・
２０
才
と
、
丁
度
み
な
さ
ん
の
年
代
で
す
。

さ
て
昭
和
２６
年
、
私
は
ど
う
や
ら
こ
の
学
校
を
卒
業
し
、
人
並
に
浪
人
し
て

早
稲
田
大
学
文
学
部
ド
イ

ツ
文
学
科
に
籍
を
置
き
ま
し
た
。
大
学
時
代

の
私
は

ひ
と

つ
の
試
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
の
好
き
な
文
学
作
品
を
ま
る

写
し
に
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
何
度
も
読
ん
で
、
英
語
の
構
文
を
覚
え

る
よ
う
に
暗
記
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
後
に
新
田
次
郎
氏
に
お
目
に
か
か

っ
た

時
、
偶
然
同
じ
こ
と
を
し
た
と
話
さ
れ
て
、
二
人
で
笑

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
是
非
試
し
て
み
て
下
さ

い
。
表
現
力
が
た
ち
ま
ち
養
え
る
こ
と
請

け
合

い
で
す
。
英
語
や
歴
史
年
表
ば
か
り
が
暗
記
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
大
学
を
卒
業
し
た
昭
和
３０
年
代
前
半
は
大
変
な
就
職
難
で
し
た
。
た

っ

た
・３
人

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
募
集
に
数
千
人
が
応
募
し
た
の
で
す
。
私

が
な
ん
と
か
こ
の
激
戦
を
く
ぐ
り
抜
け
ら
れ
た
の
は
、
大
学
時
代
に
好
き
で
始

め
た
文
学
作
品
の
ま
る
写
し
で
私
に
表
現
能
力
が
養
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
人
間
好
き
な
こ
と
に
熱
中
し
、
や
る
気
さ
え
失
わ
な
け
れ
ば
必

ず
仕
事
は
向
こ
う
か
ら
や

っ
て
く
る
。
焦
る
な
。
こ
れ
が
私

の
人
生
哲
学
で
す
。

い
ま
私
は
甲
府
盆
地
の
風
土
病

「
日
本
住
血
吸
虫
」

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

出
身
地
の
東
京
を
希
望
し
な

い
で
こ
こ
に
住
み
つ
い
た
の
は
、
こ
れ
を
ラ
イ

フ

ワ
ー
ク
に
し
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
病
気
は
日
本
で
は
新
し

い
患
者
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、

フ
イ
リ
ピ
ン
や
中
国
で
は
い
ま
な
お
凄
惨
を
極
め
て
い
ま

す
。

レ
イ
テ
島
で
は
小
学
生
の
１
／
３
が
こ
の
病
気
で
卒
業
が
出
来
ず
、
多
く

の
人
た
ち
が
命
を
お
と
し
て
い
る
実
態
を
見
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
で
働
く
日
本

人
医
師
林
正
高
氏
と
は
か

っ
て
、
か
つ
て
こ
の
病
気

で
苦
し
ん
だ
山
梨
県
民
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
患
者

一
人
分
の
特
効
薬
代
金
７
０
０
円
を
贈
る
募
金
活
動
を
は

じ
め
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
僅
か
四
年
半
で
６
千
万
円
余
り
が
集
ま
り
、
少
な

く
見
積

っ
て
も
７
万
６
千
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

の
命
を
救

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
三
度
目
の
私
の
比
島
ゆ
き
に
は

マ
ラ
カ

ニ
ア
ン
宮
殿
に
招
ば
れ
、
ア
キ
ノ

大
統
領

の
官
房
長
官
か
ら
山
梨
県
民
に
あ
て
た
お
礼
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
託
さ
れ

ま
し
た
。
私
の
小
さ
な
研
究
が
こ
ん
な
大
き
な
仕
事
に
結
び
付

い
た
の
で
す
。

昨
年
四
月
の
統

一
地
方
選
挙
で
私
は
市
民
団
体
の
人
た
ち
に
推
さ
れ
て
甲
府

市
長
選
挙
に
立
候
補
し
て
敗
れ
ま
し
た
。
す
さ
ま
じ
い
金
権
選
挙

の
山
梨
県
で

私
は
自
分
の
退
職
金
だ
け
で
闘

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
世
の
中
は
お
か
し

い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
は
『
ク
リ
ー
ン
選
挙
・
わ
た
し
の
闘

い
』
（講
談
社
）

に
全
て
を
書
き
ま
し
た
。
ど
う
で
す
。
全
て
が
私
の
予
言
通
り
に
な

っ
た
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
″
人
生
が
感
動

の
連
続
だ
と
し
た
ら
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
人

生
は
な

い
と
思
う
。
そ
れ
に
は
次
か
ら
次

へ
と
感
動

の
種
を
ま
き

つ
づ
け
る
こ

と
だ
と
思
う
。
感
動

の
種
を
ま
か
ず
し
て
夢

の
あ
る
人
生
の
扉
は
ひ
ら
か
れ
な

い
″
若

い
み
な
さ
ん
に
私
は
こ
の
言
葉
を
贈
り
た

い
。



卒 業 生 進 路 状 況 平成4年 4月 現在   (2)私 立 大 学 (4年 )

就 職

就 職  30名
(1)国 家 公 務 員 等  男 子  4 女 子  7 計 11名

郵 政 省 、 東 京 都 、 豊 島 区  他

0)企業 等     男 子  7 女 子  12 計 19名

資 生 堂 東 京 販 売 伸 、 コ ス モ 石 油 m 他

進 学  0内 数 字 は推 薦 合 格 者 数  〇 付 数 字 は 二 部 合 格 者 数

大 Fr 名 現  役 ,良  人 合  111

日本 大 学

東 京 電 機 大 三F
法 政 大 学

東 洋 大 学

東 海 大 学

城 西 大 学

明 星 大 学

帝 京 大 学

大 東 文 化 大 学

中 央 大 学

明 治 大 学

早 稲 田 大 学

拓 殖 大 学

湘 南 工 科 大 学

東 京 国 際 大 学

東 京 情 報 大 学

東 京 農 業 大学

東 京 理 科 大 学

国 十 館 大 学

千葉 工 業 大 学

J37協 大 学

千 葉 商 科 大 学

専 修 大 学

立 正 大 学

杏 林 大 学

JL里大 学

工 学 院 大 学

足 利 工 業 大 学

lir命 館 大 学

江 ′i川 大 学

工 細 亜 大 学

聖 rF院大 学

産 能 大 学

明 海 大 学

日本 体 育 大 学

日本 獣 医 畜 産 大 学

淑 徳 大 学

昭 和 大 学

東 京 経 済 大 学

麗 澤 大 学

青 山 学 院 大 学

国 學 院 大 学

中 央 :挙 院 大 学

神 奈 川 工 科 大 学

明 治 学 院 大 学

大 正 大 学

関 東 学 院 大 学

日本 福 祉 大 学

大 阪 芸 術 大 学

白 百 合 女 子 大 学

11智 大 rF

成 曖 大 学
二 松 学 合 大 学

神 田 外 語 大 学

九 州 東 海 大 学

横 浜 商 科 大 学

和 光 大 学

Ffl際 武 道 大 学

相 模 女 子 大 学

倉Jイ面ラk■r
天 理 大 学

東 邦 音 楽 大 学

日本 女 子 体 育 大 学

武 蔵 大 学

北 海 道 東 海 大 学

八 戸 工 業 大 学

東 北 学 院 大 学

駒 沢 大 学

埼 ■1工業 大 学

高 千 穂 商 科 大 学

桐 蔭 学 院 横 浜 大 学

エ リII大 学

第 一 工業 大 学

帝 京 技 科 化 学 大 学

駿 河 台 大 学

洗 足 学 国 大 学

白 陽 大 学

東 京 ■:科大 学

東 京 工 芸 大 学

東 京 家 政 大 学

東 京 家 政 学 院 大 学

文 京 女 子 大 学

京 都 精 華 大 学

共 立 薬 科 大 学

昭 和 薬 不斗大 FF

星 薬 科 大 学

明 治 薬 科 大 学

TIUユ ー リカ 大
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現  役 ?良  人 合  計

4´F常」
2`F帯 1

専 門 学 校

計

計

計

合 計 512

(|)国 公 立 大 学  (4年 )

大  学  名 現  役 ツ良 人 合  計

埼 玉 大

電 気 通 信 大

東 京 水 産 大

琉 球 大
llt業 訓1練 大

1

1

3

1

1

1

合 計 2 6 8

13)短 期 大 学 (2年 )

大  学  名 現  役 ,良  人 合  計

淑 徳 短 期 大 学

跡 見 学 園 短 期 大 学

十 文 字 学 lel女 子 短 期 大 学

川 村 短 期 大 学

日 白 学 園 女 子 短 期 大 学

城 西 大 学 女 子 短 期 大 学 部

東 洋 大 学 ■・l期 大 学

女 子 聖 学 院 短 期 大 学

東 京 家 政 大 学 短 期 大 学 部

川 口短 期 大 学

東 洋 女子 短 期 大 FF

戸 板 女 子 短 期 大 学

東 京 農 業 大 学 短 期 大 学 部

浦 和 短 期 大 学

帝 京 短 期 大 学

大 妻 女 子 大 学 短 期 大 学 部

国 際 短 期 大 学

国 士 館 短 期 大 学

鶴 見 大 学 女 子 短 期 大 学 部

東 京 立 正 女 子 短 期 大 学

富 士 短 期 大 学

文 教 大 学 女 子 短 期 大 学 部

文 化 女 子 大 塗許短 期 大 学 部

文 京 女 子 短 期 大 学

文 理 情 報 短 期 大 学

産 能 短 期 大 学

白梅 学 園 短 期 大 学

帝 京 平 成 短 期 大 学

日本 経 済 短 期 大 学

東 京 都 立 立 川 短 期 大 学

青 山 学 院 女 子 短 期 大 学

秋 草 学 園 短 期 大 学

明 の 星 女 子 短 期 大 学

共 立 女 子 短 期 大 学

駒 沢 短 期 大 学

尚 美 学 園 短 期 大 学

昭 和 女 子 大 学 短 期 大 学 部

聖 徳 栄 養 短 期 大 学

星 美 学 園 短 期 大 学

創 価 女 子 短 期 大 学

調 布 学 園 女 子 短 期 大 学

帝 京 女 子 短 期 大 学

東 京 家 政 学 院 短 期 大 学

東 京 経 営 短 期 大 学

東 京 工 芸 大 学 短 期 大 学 部

東 京 女 子 体 育 短 期 大 学

東 京 成 徳 短 期 大 学

東 京 都 立 立 川 短 期 大 学

日本 女 子 体 育 短 期 大 学

日本 橋 女 学 館 短 期 大 学

山 村 女 子 短 期 大 学

成 城 短 期 大 学

千 葉 経 済 短 期 大 FF

武 蔵 野 美 術 大 学 短 期 大 学 割

(1)

(1)

(2)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

1

1

1

1

1

1

1

1

1

(1)

(1)

(2)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

副合 102(16) 1



校学種各校・学専数生業卒

り;=r 女 Fヽ :1

|′Ч
1

2

3

4

5
6

7

8

9
10
11

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
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29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44

昭 和 20年 3月
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３
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５
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７
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７
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９

０

１
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６。
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一几

２

３
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成

217
259
66

133
60
55

170
245
299
237
222
218
214
209
206
226
215
213
238
257
252
268
304
282
273
274
263
259
242
212
203
183
194
203
186
194
195
194
185
202
223
177
201
237
216
205
206
215
213

68
93
88
92
95
92
93
92

105
120
141
117
157
212
183
181
178
175
173
171
214
213
225
214
203
221
211
206
212
217
219
232
218
220
242
216
221
218
214
222

217
259
66
133
60
55

170
245
299
305
315
306
306
304
298
319
307
318
358
398
399
425
516
465
454
452
438
432
413
426
416
408
408
406
407
405
401
406
402
421
455
395
421
479
432
426
424
429
435

`ヽ

  言十 10 420 7 014 17 434

F   i交   名 三見  f支 ,良 ノ、 合  ,:|

東京1■ 際情報ビンネス専
「

l学 校

東 京 :騎不|´ ′Ftt lrl";学 校

東 京 情 報 ビジネス 引 "l i4↑交

東京スクール・オフ・ビジネス

Iげ |′ ,々 ロネスタールオ7ビジネス

リrF校東京′ヽシフ′,ク ビジネスカレ|′

'卜

1‖ スクー ル オ ヴ ビズ ネス

東 京 ビジネスカレ ッシ

お 茶 の 水 ビジネス 引 "l学校

Il本情 報 ビジネス 劇
‖1学な女

東 京 情 報 専 P'1学 Ir4

文教 大 糸114情 報 専 |口 l学校

東 京 i去 科 大 学 校

東 京 会「「 法 イ
「

専 rF計交

東 ,,(会 ,;1専 rrF校
東京簿記情報ビジネス専r‖ 学校

小|「 1簿 濡己J♯ ↑交

人 原 簿 記 学 校

共 立医 療 秘 J卜・1/1"l学校

Il本 ビジネス法 F院
ヽl■

8日Ji菫 ::こ r十 女

∵稲 Fll速 記 秘「 F専門 学 校

トラベルシャーナル旅行 17円 ′核

東 京 エ ア トラベ ル りヽ|"lr核
東 京 観 光 専門 学 ↑女
tF門 学校 |‖ 際投光文イヒ学院

東京YヽlCAttFINホ テル 17円 ′核
ll円

学校 日本ホテルスクール
ll「 11校 お茶の水外語 I17L

神 口l外 語 学 院

日本 外 f■ l語 専門 子核

東 京 外 :「 専 |"1学 校

広

`b外
事::専 門 学 オ交

日 本 ジャー ナ リスト専 ri学↑交

お 茶 の 水 美 術 tr円 学 校

専PI´核アーバン デザイン ″レ′シ

千代 田 11不 +芸 術

彙1(コ ミュニケーシオンアート|り I‖ |́々

日本 デ ザ イン専門 学 校

,1月に不斗
´
F゛Frlか Fi交

::l ll:fftttL,市 ヽlr l・ 1｀ Fな文

杉野 ′関 (ド レス/― カー 川■)

東 京 服 節 」rrり 学 核

文 化 学 院 専 rl

文 化 月風装
´F院

,lL料 理 学 院

太 ΠI調理 1:専 門 学 校

辻 学 同 (辻 ク ッキング )

東京科 Ftイ エ業専門学 IrK

東 京 J:業 引 “iF枚
E学院 史 F‖ "l「 ↑交

東 京 電
「

専門 学 校

日 本 電 r専 |“ 1学校

'‖

1コンビュータースクール東京1女

ll本工 学 院 引 “l rl交

失進 1青 報 処
'1専

r.l学 校

不|III支 やII′ F先 ヽ171‖ lγ :核

1劇 東 :tr学 院 専 |“ 1学校

ltr ll田 電 子 引
‖
l学校

東京コンヒューター専rЧ ′枚

束 ,iて 製 隊lビF核
東 京 動 物 引 "iF↑交

日本 動 植 物 引 "l学校

東急 自動 li tt lli専 門 学 trt

東 京 都 立 大 III職 ‰ りlrlk按

東京都 tl)島 rltt ll世 1学 1女

合林大学1矢 用 ;付属看護 lIP「 ‖女

IJ● 1:′ 病院付属看護 ′枚

東京医科大 ′看議 lf ri′↑交

佼 成 看 護 専ドЧ F枚
関 東 労 災 看 護 専門 学 校

11■埼 l:病院千1属 看碩
ll‖ lF枚

1●病院1矢 寮センター18属 rl.I′枚

川 H市 民病院付属高■ rl護 学 +そ

東京都 立板橋 rl護 専rl学 校

東京厚4:年 令 rl護 専r「Fi々

帝京夫 FIHl祉 保子,1リ ド1学 |々

帝 京 医 学技 術 ヽ1/ド `∫

｀
F按

城 西 放 射 1家 オ支

“

:′ りヽ|"IF枚
】[‖イ1支 11 1rrl‐F↑交

日 本 医 歯 薬 専 |"l′ 核

日本歯科大 声付属歯千11J円 学校
11本 人´

“

日́,7付 属

“

‖

“

,1:平 r,「

“

(1)

(1 )

(1)

(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(7)

(2)

(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

l (1)

1

(7)

(1)

(1)

(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)
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同窓会・ 連絡     (平 成 4年 12月 ) しずゃ
0 平成 5年度 より新同窓会長 として、元会長の静谷

晴夫氏 (四 B)が 内定 してお ります。

9.』率
ではヽ平成 5年 度 より文京出身の教職員は

渡部 曜 先生 (23H)お 一人 とな ります。

先生は千葉大学教育学部、東京学芸大学大学院で理科

教育を修め、母校で物理 を教 えてお られ ます。

文京高校赴任前か ら同窓会の副会長 を三期お願 い し、

昭和60年 か らは書記をお願い してお ります。授業のほ

か物理教室、視聴覚教室の管理、運営、さらに吹奏楽

部の顧間 として指導 にあたってお られ ます。
バイタ リテ ィーあメ、れ る若 きスーパーマ ンで、今後、

同窓会 としては益 々、先生を頼 りにす ることが増 える

と思われ ます。あ らためてここにご紹介致 します。

Cク ラス委員は同封のハガキを必ず ご返送下 さい。

同窓会委員 平成 4年 5月



日本 スピン ドル製造株式会社

社長

―.B今泉  徹
本社 〒661尼 崎市湖江4230

Tel.06-499-5551

〒541大阪市中央区備後町258綿業会館

Tel.06-203-4801

秋葉原運輸株式会社

代表取締役

―B若林 義朗
〒104東京都千代田区神田佐久間町18

ニュー千代田ビル602

Tel.03-3261-7513  Fax.03-3251-8036

鳥越ターミナル倉庫・渋谷営業所・多摩営業所

弁護士

二.D原田 策司

事務所 〒104東京都中央区銀座754
毛禾リビル4F

Tel.03-3571-1780

自宅 〒145東京都大田区上池台3301

有限会社  白金グレース

代表取締役

四.C今泉 勝彦

〒108東 京都港区白金2723
Tel.03-3446-7520

示現会会員 (洋画)

若林 成佳

〒104東 京都千代田区神田佐久間町18
ニュー千代田ビル608

Tel..03-3255-5973

小室産婦人科医院

院長

三.E小室 陽一

〒114東京都北区岸町11222
病院Td 03 3907-0303 自宅Td 03 3907 0280

株式会社 八 洲

代表取締役

―B川上 光男

〒114東 京都北区本町2-11-6

会社Td 03 3909-32‖  自宅Td 03-3815-2839

友の屋マーケットモタイ酒店̀釣堀レストラン「友の井」

もたい

.C 曇 卯之吉

〒178東 京都練馬区南大泉3 29 19 Td 03 3922 2484自 )

友の屋マーケ ットモタイ酒店 Td 03 3924 303口

釣堀 レス トラン「友の井」Td 0429 7-0559(飯 能 )

河合楽器株式会社

取締役

三.E柴田 哲夫

自宅〒153東 京都 目黒区中町171
Tel.03-3719-0520

株式会社 栗原製作所 にモデイスプ̈ 百製0

代表取締役

一.B栗原 正昭

〒111東 京都台東区元浅草4-5-5

Te1 03-3841-2515  Fax.03-3845-4104

株式会社 池谷製作所 (メ ガネレンズ製造・卸売)

社長

―C池谷 利一
専務

2.D池谷 二郎
〒169東京都新宿区大久保2131

Tel.03-3209-8631

静谷クリニック (内科)

四.B静谷 晴夫

〒170東京都豊島区西巣鴨462
病院Td 03 3910 H36 自宅Td 03-3910129

株式会社 末商会
(出光ガソリン・貸 ビル・自動車販売整備 )

専務取締役

―.B tt   I明  (市二会会長)

本社 〒112東京都文京区後楽261
Tel.03-3811-0755  Fax.03-3815-7818

飯田橋Td 03 3269-0257 神保町Td 03 3261 5HI

医療法人 社団湖聖会 理事長

二A湖山 聖道
銀座病院Tel.o33541‖ 51

銀座健康管理センターTel.03354i3340

湖山病院 (特例許可177床 )

〒416静岡県富士市大淵40525

Tel.0545-36-2000

静谷歯科医院 (歯科一般)

4D静谷 栄夫

(午前)〒 170豊 島区駒込3113
Tel.03-3915-1108

(午後 )〒 170豊 島区西巣鴨3卜 15

Tel.03-3915-0072

フリー ジャーナリスト (元 NHKチーフアナウンサー)

各大学・企業 。経営研究所 講師

3B末  利 光 鰤 師芸名.神田明

事務所 〒400甲 府市富士見11712
Te1 0552-53-8772  Fax.0552-53-8722

東京事務所 〒H2東京都文京区後楽261木 ビル内

二.A樋 口 良雄

〒112東京都文京区仙石124-11

Tel.03-3942-0450

― ッ橋印刷株式会社

代表取締役

四C菊池 達長

自宅〒237横須賀市湘南鷹取62110
Tel.0468-66-1493

社団法人 日本吟道学院

総裁

―.A渡辺 吟神

〒113東京都文京区西片2-12-23

Tel.03-5684-0124

弁護士

,A渡辺 剛彰

〒113東京都文京区西片212-23

Tel.03-3811-2989



東京都北区議会議員待遇者

医療法人赤羽病院理事長

税 理 士 (王子税理士会顧間)

四.E はいばら富 L雄

〒116東 京都北区志茂1-17-13

Tel.03-3901-8554

丸山歯科医院

歯科医師

8B丸山 記久麿

〒113東 京都文京区本駒込5442
病院 。自宅Td.03-3825-2294

星野家具店

19.E星野 久男

20.E星野 豊美 (旧姓・大田)

〒173東京都板橋区仲宿404

Tel.03-3961-9567

ライセンス保険事務所

〒240横浜市保土ヶ谷区仏向町8744H101

自宅Tel.o45-332-0673

会社Tel.o453125024

魏原

津田沼病院

院長

8D梶本 伸一

〒275千葉県習志野市津田沼11845
Te1 0474-79-2611  Fax.0474-79-2674

加藤友和建築設計室

―級建築士

191加藤 友和

〒H5東 京都北区赤羽2 56 10 Td 03 3903 47 0

0〒 351111霞 市朝志ケ丘41013409

Te1 048 474-2085

株式会社 サ トウケ ミカル

医薬部外品製造販売/化粧品製造販売

4.C佐藤 佳男

〒352新座市野火止816-7

会社Tel.o48481-2323

自宅048-474-8456

富士写真フイルム株式会社

プロフェッショナル写真部課長

120杉本 安弘
勤務先 〒106東京都港区西麻布22630

Tel.03-3406-2068  Fax.03-3406-2140

1El〒 174東京都板橋区小豆沢4113
Te1 03-3966-6056

株式会社  トキタ

代表取締役
きみしろ

26.C時田 公代

本社 〒174東 京都板橋区坂下11719

トキタビル

Tel.03-3960-7701  Fax.03-3558-6980

日東不動産株式会社僚京薔知事賠0部 四〕

三井不動産販売帥特約店

常務取締役

4.E望月 ―康男
〒153東京都 目黒区下 目黒1-3-17

アセン ドロ黒 ビル

Tel.03-3491-0171  Fax 03-3491-1255

大橋特許事務所

弁理士

17.E大橋邦彦

〒113東京都文京区本郷3309
本郷ZSビル

事務所Td 03-3814-592 自宅Td 03 3957 1533

株式会社 斉藤商店 (精 肉・食品奮D

代表取締役

29.F斉藤 智夫

〒112東京都文京区白山5115

株 式会社  村 口計画設計事務所

所長・―級建築士・日本工業大学

建築学科教授

5B村口 昌之
〒150東 京都渋谷区神宮前371

マ リオンピル502

Te1 033402-2420  Fax.03-3402-2512

野中滋税理士事務所

税理士

8.C野中 滋

事務所〒170東京都豊島区駒込136
アザリア駒込802

中根宏31理士事務所内Td 03 3945 8594

自宅〒1つ (京椰ウお区東池袋2521 7● 0339826492

虎の問 日比谷クリニック

(皮膚科・ 泌尿器科・ 形成外科 健保扱 い )

一C山中 秀男

向〒152東 京都 口1■区本町4 8 20 Td 03 3714 9513

医院〒105東 京都港区虎ノ門1 1 20 Td 03 3508-2508

株 式会社  経営開発 セ ンター

(教育訓練・指導・分析・調査)

代表取締役

5E中村 昌男

研究所 〒101東京都千代田区神田駿河台23401

Tel.03-3295-8363  Fax.03-3295-8050

宮本智法律事務所

18H宮本 智

〒169東 京都新宿区北新宿1823
アムハー ドビル7F

会社Tel o3 5386-69HO 自宅Tel o48 474 8456

小林学習塾

.B小林 一夫

〒174東京都板橋区東山町5-13

Tel.&Fax.03-3972-1227

18年間も毎月開いている同窓有志のサロン

市  二  会

1世 話人一B 末J:り l ^B ttltt正 J“ 4E 機本十二

※入会ご希望のOBの 方は I「話 人・木まで0338110755

野球部OB会

都立文京高校球紫会

会長 16H 土屋 昌昭  会員一同

都立文京高校 PTA OB会

文 京 会

長谷川 剛 / 会員一同



=口

平木 智彦 恩師

十 日

本  正明 ―B

六 日

磯畑 行雄 二C

仲本 英雄  6B
五 日

佐藤 佳男 4C
四ロ

渡辺 剛彰 ―A

三角 信行 14C

一 口

腰塚 為久 ―C

中本寸 信成 ―C

高杉 遅  二A

堀 口 壬也 二B

埴原富士雄 四E

森  康全 2B
鈴木  晃 3A
中オ寸    1筆  3B
高瀬 忠障 3C
高梨 員守 3E
塚越 弘二 3E
椎名 健二 5E
右高 研至 5F
神永 明爾 5F
山本 克行 6C
北島 慎- 7C
殿塚 猶- 7D
丸山記久麿 8B
宮田  淳 8B
杉本 安弘 12C
大田 正明 14B

古澤 圭祐

一口

吉野 雅博

大久保 襄

藤ヶ谷敏明

三田 康久

河野  進

信田 重昭

久井健一郎

森   理

永岡 義久

宮本 靖雄

山本 孝二

大河内俊雅

大谷 唱二

佐イ自 智義

磯部甲太郎

オli頼   禾llりて  4 F

大橋 順二 5B
福永  頌 5B
村口 昌之 5B
川村 長- 5C
延島 三男 5E
岡部美代子 5F
鈴木 明夫 6A
練木 允雄 6A
横島 一郎 6A
清野 公夫 6B
多田  実 6B
帆足 昭夫 6B
夷岡 迪彦 7B
小串 玲子 7B
旭  一穂 7C
中尾 充宏 7E

鈴木 秀男 8B
石井 禎郎 9F
仲田  晋 9F
名取美智子 10B
内山 盛雄 1l A

真部 允宏 1l A

矢崎 哲朗 12A
伊藤  博 12C
初木 正義 12C
初谷 宏- 15B
川島やす子 15G
渡辺 久男 15H
石下 勝彦 16B
上木 隆人 16D
菊地 賢三 16G
高橋 智子 18A
田中 道子 19F

齋藤 広保 21A
茂木 幸蔵 21C
酒井  充 23D
羽場 弘明 27C
鴨田由利子 27G
武田 正人 31F
富沢 浩子 32F
神保 文子 36D
村井 達夫 37B
川西日出海 421
大里 浩樹 43C
匿名    1名

25F

二 E

三 C

三 C

四 A

lA
lB
IB
2A
3A
3B
3B
3C
3C
4B
4D

奨学基金募集 協力者 一口五千円 90名  143口  総額 715,000円 平成 4年 1月 ～ 4年 12月

『同窓会奨学基金表彰』 二年間を通 じ成績・学習態度の優秀な卒業生に各一万円の図書券を贈 りました。 (本年度28名 )

『五十周年記念紫筍特集号』賛助金 協力者  ―口五千円  183名  350日 他8件 総額 1,792,000円  平成4年 11月 現在

百口

末  正明 ―B

四十四口

渡辺 岡1彰 ―A

六口

土屋 昌昭 16H
一口

藤吉 邦三 ―B

一口

上田 龍夫 ―B

小林 一夫 ―B

花形 弘道 二A

堀口 壬也 二B

佐藤 有道 三C

高橋  明 四A

高梨 員守 3E
塚越 弘二 3E
佐藤 佳男 4C
岸山 和義 4F
′ll村  長- 5C
青木  潔 6A
椎橋 章二 6A
佐藤 治夫 6E
岡本 一正 7C
丸山記久麿 8B
杉本 安弘 12C
三角 信行 14C
藤原とし子 16A
須賀 靖夫 16E
浜野 員- 19D
浅岡 秀行 20E
渡部  曜 23H

椿  光弘 24H
古澤 圭祐 25F
田辺  晃 31E

八千円

高橋  努 3A
中オ1  博 3B
神戸 善裕 3C
植村 耕作 3E

一口

平木 智彦 旧職

亀井 俊郎 ―A

佐土井正三 ―A

鈴木 悟郎 ―A

五十嵐 員 ―C

石川 寛信 一C

西岡  弘 ―C

細田 泰生 ―D

宗島 剛松 ―D

匿名   ―D

高杉 遅  二A

樋 口 良雄 二A

小島 義郎 二B

小林 敏男 二B

今田 周作 二D

小川 武義 二E

柿沼 秀雄 二E

大久保 襲 三C

藤ヶ谷敏明 三C

柴田 哲夫 三E

永山 升三 二E

君塚 朔郎 四A

三田 康久 四A

芳井  巌 四B

舟橋 二郎 四B

菊池 達長 四C

河野  進  lA
藤沢 豊彦 lB
信田 重昭 lB
木本寸  精 [■   2B
森  康全 2B
三村 忠正 2D
青柳広一郎 3A
鈴木  晃 3A
永岡 義久 3A
山本 孝二 3B
岩波 哲男 3C
大河内俊雅 3C
大谷 唱二 3C
矢島 光春 3C
田中 瑞穂 3D
佐イ自 智義 4B
村瀬 和夫 4F
水口 俊夏 5A
大橋 順二 5B
福永  頌 5B
村口 昌久 5B
椎名 健二 5E
延島 三男 5E
熊谷 哲子 5E
右高 研至 5F
神永 明禰 5F
鈴木  孝 6A
練木 允雄 6A
横島 一郎 6A

清野 公夫 6B
多田  実 6B
山本 克行 6C
早瀬 久雄 6D
生島 惟好 7C
山田  豊 7D
宮崎 充弘 7D
中尾 充宏 7E
鈴木 秀男 8B
宮田  淳 8B
毛利 寿男 8E
原 謙一郎 9B
佐野 雅英 9C
関  興- 9E
石井 禎郎 9F
仲田  晋 9F
吉田 靖雄 10B
名取美智子 10B
草処 功保 10C
橋本 光夫 10D
内山 盛雄 1l A

大柳 良伸 1l A

真部 允宏 1l A

大澤 昌平 1l C

荒井  和 1l D

清水 美治 1l D

佐伯 祥江 1l F

矢崎 哲朗 12A
渡辺 敦夫 12B
棚木 正義 12C
鈴木  孝 13C
山本  誠 13D

福島 孝弘 14B
新宮領 笙 15E
川島やす子 15G
寺田 篤子 15G
三宅 捷大 16C
上木 隆人 16D
菊地 賢三 16G
斉藤美代子 18A
高橋 智子 18A
大畑 嘉子 18B
野中  滋 18C
遠藤 繁夫 18E
寺田 有恒 18」

星野 久男 19E
大関  茂 19D
池田  卓 19F
田中 道子 19F
袖沢 利昭 191

向井知恵子 20D
高野 賢司 20G
田中 一郎 20G
大野  透 20H
齋藤 広保 21A
小野 正人 21B
茂木 幸蔵 21C
永山 加秀 21D
佐藤 貞二 21D
古賀 道明 21E
安田 敏行 21H
臼井  健 22D

長田 直樹 22D
井下田弥生 22E

梶野 雄二 23B
片田 洋子 23B
酒井  充 23D
細谷 一夫 23D
大野 信子 23E
江利川みどり 23H
吉川 光- 24H
海老沼正和 25A
時田 公代 26C
佐藤 美子 261
早野 則芳 26H
隈本 真理 27B
山崎 明朗 27C
羽場 弘明 27C
木村 弘子 28C
三井 由美 31A
塚越  淳 31E
中村 秀輝 31E
武田 正人 31F
田島 正樹 32F
富沢 浩子 32F
濱  有恒 33B
河合 裕子 35A

匿名   37B
川西 日出海 42!
大里 浩樹 43C

三千円

谷岡 淑郎 3D
隈田 幸男 4C
内山 盛雄 1l A

千円

北条 芳治 37B

記念祝賀会に多数の寄贈品がありました。酒類

カメラ等景品 。生花 杉本安弘氏 三輪瑛逸氏

浮島明進氏 樋 口良雄氏 静谷晴夫氏 川上光男氏

若林百合子さん 林敏子さん 長谷川節子さん 他

36



平成 4年度・予算案 平成 3年度・都立文京高等学校同窓会会計報告

平成 3年 5月 16日 ～平成 4年 3月 31日

会長 渡辺剛彰 会計 太田敏夫

会計監査 土屋昌昭  野中 滋

1.財産 目録        平成 4年 3月 31日

イ.基本財産         25,800,000円
口.現  金         3,769,063円
ハ.物品①両開書庫4②書類入れl③金庫2

④手提金庫l⑤机2いすl⑥ファイル1

⑦ストーブl③カメラ3 ⑨三脚1

二.郵便口座(3/25現在77号)  204,000円
ホ.奨学基金 (含累積利慮、)  5,206,057円
へ。会館建設基金 ( 〃 ) 3,136,675円
卜.50周 年基金 (  〃  ) 4,273,186円 *

2.現  金

〔収  入〕
繰 越 金

利    息、

会   費 (12,500× 422)

その他 (賛助金・奨学金など)

〔支  出〕

経 常 費

各部 (名 簿 。会報各5,000)

事務手当 (10,000× 4)

名簿 (600部 とバラ)

会報 (50× 14,300)

〃 送料 (72× 13,000)

〃 宛名書き (140,000円

発送費 (120,000円 )

学校案内 (91× 2,000)

後援費 (母校・卒業生)

通信・交通費
運営費
表彰費
記録・写真費

慶弔費

10,544,063FEl

3,769,063FEl

l,000,000円

5,275,000F]

500,000F弓

8,513,000円

6,263,000円

50,000FEl

2,370,000円

715,000F]

936,000F]

260,000FEl

182,000F]

100,000F弓

150,000F]

100,000F弓

300,000F号

50,000F弓

50,000F弓

200,000Fl

2,000,000FIl

250,000FEl

2,031,063円

〔編集後記〕
同窓生の卒業期を略するばあいに、慣例に従って、

旧制は漢数字、新制は算用数字を用いた。

今回の『紫筍』は、おおきな特集号。素晴らしい

原稿 。写真が集まり、編集会議で、これも大胆な発

想で、判型 。文字ともに大きく読みやすい『紫筍』
と決めた。だが100gを超えると送料が百万円余計に

掛かる。頁数・厚さに限界がある。委員が集まるの

は、仕事の合間だから大変である。

実際の作業では、同窓会館までとは言わぬが、同

窓会室が無いのが痛い。今後の課題である。
12月 に発行の予定であったが特集号の重みもあり

編集委員は正月休み返上の編集作業となってしまっ
た。至らぬ′点は文京卒業生諸君の寛容にお願いする。

卒業生約 1万 7千 5百人、うち住所の判らない人

を除く1万 4千人に発送する。無事着いてくれと念

予備費
基本財産

奨学基金

〔繰 越 金〕

じつつ編集作業を終える。

〔編集委員〕

委員長 一B末 正明
一B川上 光男 一B栗原 正昭
二A本橋 一浩 三C藤ケ谷敏明

四C菊池 達長 四A高橋  明

4E榎本 幸三 4E望 月 康男

12C杉本 安弘 23H渡部  曜

.収  入         11,822,135円
繰越 し           2,459,915円
会費 (3年度卒12,000× 435) 5,220,000円
利 息            1,055,283円
郵便振替          3,002,000円
その他賛助金、奨学金、名簿代等  84,937円
.支  出         8,053,072円
経常費           5,828,072円
各部・事務手当         50,000円
名簿 (3,700× 750と バラ355組)2,917,000円
会報 (50× 13,800+税 2)   720,393円
〃 送料 (72× 12,698)    914,256円
〃 宛名書 き 。発送      260,000円

学校案内 (88× 2,000+消費税) 181,280円
後援費             40,000円
表彰 (28名 )         280,000円
運営費             82,567円
通信・交通費         145,905円
記録・写真費          35,421円
封筒              96,000円
アンケー ト用紙など      100,100円
慶弔費

その他 (カ メラ修理 )

基本財産

会館建設基金

奨学基金
ハ.繰越 し

(*1)70万円は基本財産の利息なので

0円

5,150FEl

2,000,000F]

100,000FEl

125,000FEl

3,769,063F]

残金は基本財産に入れる。
1993.1.10

-C西 岡  弘
二A樋 口 良雄

四B静谷 晴夫

3A大田 敏夫

5D林  敏子

43F佐藤 智美

ビデオ『文京高校50周 年記念式典・祝賀会』

全収録 。上下 2巻240分 (4時間)頒価 10,000円
申込先 :市二会 電話0338110755振替東京293105

編集委員 11/24



『紫筍』

第35号 。1992年

発行・平成 5年 1「 115日

発行者 。東京都立文京高等学校同窓会『紫筍」編集委員会

〒170東京都豊島区西巣鴨一丁目一番地五号 東京都立文京高等学校内
電話番号 03-3910-8231/郵 便振替 東京 0-620H

Tl作・イ「 GTK/中 隆生社/(株 日本字 Fll il


